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長
浜
市
の
現
状
・
課
題

20
23
年

6月
21
日
（水
）

長
浜
市
高
齢
者
保
健
福
祉
審
議
会
資
料

資料③ 
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1総
人
口
・
高
齢
化
率
の
推
移


総
人
口
は
、
減
少
傾
向
で
推
移
。
生
産
年
齢
人
口
（
15
～

64
歳
）
は

20
40
年
ま
で
減
少
す
る
一
方
、
高
齢
者
人
口
（6

5歳
以
上
）は
増
加
、

20
45
年
に
至
っ
て
減

少
に
転
じ
る
も
の
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。


高
齢
化
率
は
全
国
水
準
並
み
で
、
滋
賀
県
平
均
に
比
べ
る
と
高
い
水
準
で
推
移
し
て
お
り
、

20
25
年
に
は

29
.9

%
、

20
40
年
に
は

34
.6

%
と
な
る
と
推
計
さ
れ
て

い
る
。

総
人
口
の
推
移

（
出
典
）
20

15
年
、

20
20
年
は
総
務
省
「
国
勢
調
査
」

20
25
年
以
降
：
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
「日
本
の
地
域
別
将
来
推
計
人
口
（平
成

30
（
20

18
）
年
推
計
）」

高
齢
化
率
の
推
移

（
出
典
）
20

15
年
、

20
20
年
は
総
務
省
「
国
勢
調
査
」

20
25
年
以
降
：
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
「日
本
の
地
域
別
将
来
推
計
人
口
（平
成

30
（
20

18
）
年
推
計
）」

16
,3

81
14

,7
38

13
,7

59
12

,8
95

12
,1

11
11

,5
58

11
,0

09

70
,0

40
66

,0
15

63
,5

26
60

,1
53

56
,4

61
51

,6
20

47
,7

56

31
,7

72
32

,8
83

32
,9

61
32

,8
16

32
,7

28
33

,4
64

33
,1

77

11
8,

19
3

11
3,

63
6

11
0,

24
6

10
5,

86
4

10
1,

30
0

96
,6

42
91

,9
42

0

50
,0

00

10
0,

00
0

15
0,

00
0

20
15

年
20

20
年

20
25

年
20

30
年

20
35

年
20

40
年

20
45

年
0～

14
歳

15
～

64
歳

65
歳

以
上

（
人

）

26
.9

28
.9

29
.9

31
.0

32
.3

34
.6

36
.1

24
.2

26
.3

27
.5

28
.7

30
.2

32
.7

34
.3

20
.0

25
.0

30
.0

35
.0

40
.0

20
15

年
20

20
年

20
25

年
20

30
年

20
35

年
20

40
年

20
45

年

長
浜

市
滋

賀
県

全
国

（
%

）
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2高
齢
者
人
口
の
推
移


高
齢
者
人
口
に
占
め
る
前
期
高
齢
者
（
65
歳
～

74
歳
）
・後
期
高
齢
者
（
75
歳
～
）
の
割
合
を
み
る
と
、

20
30
年
に
は
後
期
高
齢
者
の
割
合
が
６
割
を
超
え
る
水

準
に
な
る
が
、

20
40
年
に
は
、
約

58
％
と
、

20
25
年
水
準
に
落
ち
着
く
も
の
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。


高
齢
者
の
人
口
を
５
歳
階
級
別
に
み
る
と
、

85
歳
以
上
人
口
が
増
加
し
、

20
40
年
に
は
約

8千
6百
人
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

前
期
高
齢
者
・後
期
高
齢
者
の
割
合
の
推
移

（
出
典
）
20

15
年
、

20
20
年
は
総
務
省
「
国
勢
調
査
」

20
25
年
以
降
：
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
「日
本
の
地
域
別
将
来
推
計
人
口
（平
成

30
（
20

18
）
年
推
計
）」

高
齢
者
人
口
（５
歳
階
級
別
）の
推
移

（
出
典
）
20

15
年
、

20
20
年
は
総
務
省
「
国
勢
調
査
」

20
25
年
以
降
：
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
「日
本
の
地
域
別
将
来
推
計
人
口
（平
成

30
（
20

18
）
年
推
計
）」

48
.8

46
.8

41
.0

38
.8

39
.7

42
.1

41
.8

51
.2

53
.2

59
.0

61
.2

60
.3

57
.9

58
.2

025507510
0

20
15

年
20

20
年

20
25

年
20

30
年

20
35

年
20

40
年

20
45

年
前

期
後

期

（
%

）

8,
51

8
7,

28
7

6,
54

4
6,

56
4

6,
79

8
7,

65
0

6,
62

9

6,
99

1
7,

86
1

6,
97

4
6,

17
1

6,
20

5
6,

43
3

7,
24

9

5,
82

8
6,

23
0

7,
31

1
6,

38
8

5,
68

2
5,

73
6

5,
96

0

4,
98

1
4,

92
4

5,
45

8
6,

35
6

5,
56

7
5,

00
2

5,
08

5

5,
45

4
6,

04
7

6,
67

4
7,

33
7

8,
47

6
8,

64
3

8,
25

4

31
,7

72
32

,3
49

32
,9

61
32

,8
16

32
,7

28
33

,4
64

33
,1

77

0

10
,0

00

20
,0

00

30
,0

00

40
,0

00

20
15

年
20

20
年

20
25

年
20

30
年

20
35

年
20

40
年

20
45

年

65
-6

9歳
70

-7
4歳

75
-7

9歳
80

-8
4歳

85
歳

以
上

（
人

）
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1高
齢
独
居
・
夫
婦
世
帯
の
割
合


高
齢
独
居
世
帯
の
割
合
は

9.
9%
、
高
齢
夫
婦
世
帯
の
割
合
は

10
.7

%
と
な
っ
て
い
る
。
全
国
と
比
べ
、
高
齢
夫
婦
世
帯
の
割
合
が
若
干
高
く
、
高
齢
者
独
居
世

帯
の
割
合
は
低
く
な
っ
て
い
る
。

高
齢
夫
婦
世
帯
の
割
合
と
高
齢
独
居
世
帯
の
割
合
の
分
布

（
注
）
見
え
る
化
シ
ス
テ
ム

全
国

滋
賀

県
長
浜
市

大
津

市

彦
根

市

近
江

八
幡

市

草
津

市

守
山

市

栗
東

市

甲
賀

市野
洲

市

湖
南

市

高
島

市

東
近

江
市

米
原

市

栗
東

市

日
野

町

竜
王

町

愛
荘

町

豊
郷

町

甲
良

町多
賀

町

8.
0

9.
0

10
.0

11
.0

12
.0

13
.0

14
.0

15
.0

16
.0

6.
0

7.
0

8.
0

9.
0

10
.0

11
.0

12
.0

13
.0

14
.0

15
.0

16
.0

高
齢
独
居
世
帯
の
割
合
(%
)

全
国

滋
賀

県
長

浜
市

そ
の

他
地

域

（
時

点
）
令

和
2年

(2
02

0年
)

（
縦

軸
の

出
典

）
総

務
省

「
国

勢
調

査
」

高齢夫婦世帯の割合(%)
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4

2.
7

2.
3

2.
3

2.
8

2.
3

0.
6

2.
3

2.
2

2.
3

2.
7

1.
7

3.
7

2.
3

1.
3

2.
2

1.
2

1.
6

2.
1

2.
1

0.
7

0.
7

2.
6

2.
3

3.
1

3.
3

2.
1

0.
6

1.
7

2.
0

2.
0

1.
7

1.
6

2.
7

2.
2

2.
5

2.
1

1.
8

2.
3

2.
2

1.
6

2.
0

0.
7

4.
0

3.
9

3.
8

2.
9

4.
3

4.
0

5.
5

5.
1

3.
8

4.
9

3.
2

4.
5

3.
5

4.
8

4.
3

3.
5

4.
3

4.
1

4.
3

5.
0

4.
6

3.
2

3.
3

3.
7

4.
0

3.
2

3.
9

2.
6

2.
7

3.
0

2.
7

2.
5

2.
8

2.
4

3.
7

2.
4

3.
0

3.
3

2.
9

4.
7

4.
1

2.
6

2.
5

2.
6

2.
8

2.
9

2.
8

2.
4

2.
4

2.
3

2.
6

2.
5

2.
0

2.
5

1.
8

2.
9

2.
1

3.
0

1.
9

1.
9

2.
8

4.
4

3.
3

2.
4

2.
1

2.
2

2.
2

2.
3

1.
8

1.
9

1.
8

2.
2

2.
1

1.
7

2.
4

2.
2

2.
6

1.
7

2.
2

1.
9

2.
2

2.
6

2.
6

1.
8

1.
6

1.
4

1.
6

1.
4

1.
4

1.
1

1.
4

1.
1

1.
6

1.
2

1.
7

1.
5

1.
1

1.
7

1.
0

1.
4

0.
8

1.
6

1.
4

1.
1

1.
1

19
.0

17
.9

19
.6

19
.6

18
.4

14
.5

17
.7

17
.1

17
.4

17
.7

14
.4

20
.2

15
.5

19
.5

15
.8

16
.3

16
.2

17
.1

19
.5

19
.9

14
.8

0.
0

5.
0

10
.0

15
.0

20
.0

25
.0

全 国
滋 賀 県

長 浜 市

大 津 市

彦 根 市

近 江 八 幡 市

草 津 市

守 山 市

甲 賀 市

野 洲 市

湖 南 市

高 島 市

東 近 江 市

米 原 市

栗 東 市

日 野 町

竜 王 町

愛 荘 町

豊 郷 町

甲 良 町

多 賀 町

要
支

援
１

要
支

援
２

要
介

護
１

要
介

護
２

要
介

護
３

要
介

護
４

要
介

護
５

（
時

点
）
令

和
4年

(2
02

2年
)

（
出

典
）

厚
生

労
働
省

「
介

護
保

険
事

業
状

況
報

告
」
年

報
（
令

和
3,

4年
度

の
み

「
介

護
保

険
事

業
状

況
報

告
」

月
報

）

認定率（%）

要
介
護
認
定
率


要
介
護
度
別
の
認
定
率
を
み
る
と
、
県
下
市
町
の
中
で
認
定
率
が
高
い
グ
ル
ー
プ
に
位
置
し
て
い
る
。


全
国
と
比
べ
て
、
要
支
援

1、
要
介
護

2、
3は
や
や
高
い
が
、
大
き
な
差
異
は
な
い
。

65
歳
以
上
の
人
の
う
ち
、
要
支
援
や
要
介
護
の
認
定
を
受
け
た
人
の
割
合

要
介
護
認
定
率
（実
績
値
）
の
比
較

（
注
）
見
え
る
化
シ
ス
テ
ム
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5日
常
生
活
圏
域
別
の
人
口
・高
齢
化
率


日
常
生
活
圏
域
別
の
高
齢
化
率
を
み
る
と
、

30
％
未
満
の
水
準
に
あ
る
の
は
、
南
長
浜
（
第
１
～
９
連
合
、
六
荘
、
神
田
、
西
黒
田
）、
神
照
郷
里
（南
郷
里
、
神

照
、
北
郷
里
）
、
浅
井
の

3圏
域
で
あ
る
一
方
、
余
呉
は

4割
を
超
え
る
水
準
に
あ
り
、
西
浅
井
、
木
之
本
も
４
割
の
近
傍
に
あ
る
。
ま
た
、
人
口
の
差
も
非
常
に
大

き
く
な
っ
て
い
る
。

日
常
生
活
圏
域
別
人
口
・
高
齢
化
率

（
出
典
）
長
浜
市
「住
民
基
本
台
帳
人
口
」（
令
和
４
年

10
月

1日
）

26
.7

34
.5

12
.6

6.
4

4.
7

7.
9

9.
4

6.
4

2.
8

3.
6

7.
0

8.
2

3.
5

2.
3

1.
6

2.
6

2.
9

2.
5

1.
2

1.
4

26
.4

%
23

.9
%

28
.2

%

35
.7

%
33

.5
%

32
.1

%
31

.0
%

38
.4

%
44

.0
%

39
.1

%

0%10
%

20
%

30
%

40
%

50
%

0.
0

10
.0

20
.0

30
.0

40
.0

50
.0

南
長

浜
神

照
郷

里
浅

井
び

わ
虎

姫
湖

北
高

月
木

之
本

余
呉

西
浅

井
人

口
高

齢
人

口
高

齢
化

率

（
千

人
）
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6

51
.6

50
.0

53
.2

57
.1

49
.5

50
.4

51
.8

52
.6

54
.3

51
.6

55
.9

58
.0

55
.0

48
.4

50
.0

46
.8

42
.9

50
.5

49
.6

48
.2

47
.4

45
.7

48
.4

44
.1

42
.0

45
.0

02040608010
0

全 国
滋 賀 県

長 浜 市

南 長 浜 圏 域

神 照 郷 里 圏 域

浅 井 圏 域

び わ 圏 域

虎 姫 圏 域

湖 北 圏 域

高 月 圏 域

木 之 本 圏 域

余 呉 圏 域

西 浅 井 圏 域

後
期

高
齢

者
割

合
前

期
高

齢
者

割
合

（
時

点
）
令

和
2年

(2
02

0年
)

（
出

典
）

総
務
省

「
国

勢
調

査
」

お
よ

び
国
立

社
会

保
障

・
人

口
問

題
研

究
所

「
日

本
の

地
域

別
将

来
推

計
人

口
」

前期・後期別高齢者数割合（％）日
常
生
活
圏
域
別
の
前
期
・後
期
高
齢
者
の
割
合


日
常
生
活
圏
域
別
に
高
齢
者
人
口
に
占
め
る
前
期
高
齢
者
・
後
期
高
齢
者
の
割
合
を
み
る
と
、
前
期
高
齢
者
の
割
合
が
後
期
高
齢
者
よ
り
も
高
く
な
っ
て
い
る

の
は
、
神
照
郷
里
と
な
っ
て
い
る
。


日
常
生
活
圏
域
別
に
高
齢
者
の
人
口
構
成
を
み
る
と
、
余
呉
、
西
浅
井
な
ど
で
、

85
歳
以
上
人
口
の
割
合
が

38
％
を
超
え
る
水
準
に
あ
り
、
次
い
で
木
之
本
、

南
長
浜
な
ど
も
３
７
％
と
高
く
、
こ
れ
ら
の
圏
域
は
他
の
圏
域
よ
り
高
く
な
っ
て
い
る
。

（
注
）
見
え
る
化
シ
ス
テ
ム

前
期
・
後
期
高
齢
者
割
合

高
齢
者
の
年
齢
構
成
（５
歳
階
級
別
）

22
.9

23
.7

22
.5

20
.4

23
.7

24
.6

22
.9

22
.6

22
.8

24
.2

21
.2

20
.3

21
.2

25
.5

26
.4

24
.3

22
.4

26
.8

25
.0

25
.3

24
.8

22
.9

24
.2

22
.9

21
.7

23
.8

19
.6

19
.5

19
.3

19
.9

19
.8

18
.7

18
.3

18
.7

18
.5

20
.1

18
.7

19
.5

17
.1

15
.0

14
.1

15
.2

16
.6

15
.5

13
.3

13
.7

14
.9

14
.8

13
.6

16
.0

16
.1

16
.8

10
.4

9.
8

10
.9

12
.7

9.
1

10
.3

10
.1

12
.0

11
.6

10
.1

11
.6

13
.1

11
.4

6.
7

6.
6

7.
8

8.
0

5.
1

8.
1

9.
7

7.
0

9.
5

7.
7

9.
6

9.
4

9.
8

05010
0

全 国
滋 賀 県

長 浜 市

南 長 浜 圏 域

神 照 郷 里 圏 域

浅 井 圏 域

び わ 圏 域

虎 姫 圏 域

湖 北 圏 域

高 月 圏 域

木 之 本 圏 域

余 呉 圏 域

西 浅 井 圏 域

65
歳

以
上

70
歳

未
満

70
歳

以
上

75
歳

未
満

75
歳

以
上

80
歳

未
満

80
歳

以
上

85
歳

未
満

85
歳

以
上

90
歳

未
満

90
歳

以
上

（
時

点
）
令

和
2年

(2
02

0年
)

（
出

典
）

総
務
省

「
国

勢
調

査
」

お
よ

び
国
立

社
会

保
障

・
人

口
問

題
研

究
所

「
日

本
の

地
域

別
将

来
推

計
人

口
」

高齢者の年齢構成（５歳階級別）（%）
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7【参
考
】地
域
の
状
況
（グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
結
果
）

担
当
地
域
の
高
齢
者
の
状
況
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
、
家
族
の
介
護
の
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
、
参
加
者
が
感
じ
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
っ
た
も
の

介
護
支
援
専
門
員

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

【
南
長
浜
】

・
男
性
の
介
護
者
の
増
加
。
共
働
き
で
日
中
不
在
の
家
庭
も
増
加
し
て
い
る
。

【
神
照
郷
里
】

・
一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
の
み
夫
婦
世
帯
の
増
加
。
家
族
は
県
外
も
多
く
介

護
力
の
弱
い
世
帯
が
増
え
て
い
る
。

・
認
知
症
の
あ
る
人
の
増
加
。

【
浅
井
】

・
独
居
、
高
齢
者
の
み
世
帯
が
増
加
。

【
び
わ
】

・
子
ど
も
と
二
人
暮
ら
し
の
世
帯
で
日
中
独
居
が
多
い
。
後
期
高
齢
者
割
合

が
高
い
。

【
虎
姫
】

・
男
性
の
介
護
者
が
増
加
。

80
50
問
題
の
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
。

【
湖
北
】

・
共
働
き
が
増
え
て
家
族
が
看
に
く
く
な
っ
て
い
る
。

・
今
ま
で
ど
こ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
な
い
家
族
が
増
え
て
い
る
。

【
高
月
】

・
家
族
支
援
の
ケ
ー
ス
が
増
加
。
家
族
間
の
関
係
も
難
し
い
家
庭
が
増
え
て

い
る
。

【
木
之
本
】

・
世
帯
は
同
居
が
半
分
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
高
齢
者
世
帯
は

90
代
の
方
も
多
い
。

【
余
呉
・
西
浅
井
】

・
90
代
の
方
も
多
い
。

・
豪
雪
地
帯
で
あ
り
、
道
路
は
除
雪
さ
れ
て
も
敷
地
内
が
多
く
、
サ
ー
ビ
ス
提

供
者
が
た
ど
り
着
け
な
い
。

【
南
長
浜
】

・
市
街
地
は
昔
か
ら
の
住
人
、
六
荘
は
新
興
住
宅
地
で
集
合
住
宅
も
増
え
て

い
る
地
域
。

・
西
黒
田
・
神
田
は
、
住
民
結
束
力
が
強
く
、
家
族
で
介
護
す
る
傾
向
が
強
い
。

【
神
照
郷
里
】

・
一
人
暮
ら
し
世
帯
、
高
齢
世
帯
が
増
加
。
二
人
介
護
、
老
々
介
護
も
増
加
。

・
身
内
が
近
く
に
い
な
い
、
身
内
が
い
な
い
人
も
お
り
、
支
援
者
が
苦
慮
す
る

ケ
ー
ス
が
増
加
。

【
浅
井
び
わ
虎
姫
】

・
浅
井
は
地
域
力
が
強
い
。
サ
ロ
ン
活
動
な
ど
が
多
く
実
施
さ
れ
て
い
る
。

・
び
わ
（
琵
琶
湖
沿
い
）
は
、
店
が
な
く
、
車
が
な
い
と
生
活
で
き
な
い
。

・
虎
姫
は
、
交
通
の
便
は
よ
い
。
集
合
住
宅
が
多
く
、
身
寄
り
が
な
く

1人
暮
ら

し
が
多
い
。

【
湖
北
高
月
】

・
子
ど
も
家
族
と
一
緒
に
生
活
し
て
い
る
人
が
多
い
。

・
家
族
が
支
援
す
る
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
、
一
方
で
家
族
の
支
援
が
得

ら
れ
ず
、
問
題
が
深
刻
化
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

【
木
之
本
余
呉
西
浅
井
】

・
過
疎
地
認
定
地
域
も
あ
る
山
間
地
域
。
新
規
事
業
者
の
参
入
が
な
い
。

・
少
子
高
齢
化
で
高
齢
者
家
族
が
多
い
。
家
族
介
護
が
多
く
、

80
50
、

90
60

問
題
に
な
っ
て
い
る
。

・
交
通
の
便
が
非
常
に
悪
い
。
冬
は
雪
が
多
い
た
め
家
に
引
き
こ
も
り
が
ち
。
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8日
常
生
活
圏
域
別
の
各
種
リ
ス
ク
を
有
す
る
高
齢
者
の
割
合


各
種
リ
ス
ク
等
を
み
る
と
、
転
倒
リ
ス
ク
で
は
、
び
わ
地
域
が

4割
近
く
と
、
市
平
均
を

3ポ
イ
ン
ト
以
上
上
回
っ
て
い
る
。


閉
じ
こ
も
り
傾
向
に
つ
い
て
は
、
余
呉
地
域
、
西
浅
井
地
域
が

3割
超
と
高
く
、
市
平
均
を

9ポ
イ
ン
ト
程
度
上
回
っ
て
い
る
。


咀
嚼
機
能
の
低
下
で
は
、
各
地
域
と
も
、
市
平
均
を
大
き
く
上
回
る
圏
域
は
な
い
。


口
腔
機
能
の
低
下
で
は
、
木
之
本
圏
域
が
市
平
均
を

3ポ
イ
ン
ト
以
上
上
回
っ
て
い
る
。


認
知
機
能
に
つ
い
て
は
、
び
わ
地
域
が
、
約

53
％
で
、
市
平
均
を

3ポ
イ
ン
ト
以
上
、
上
回
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。


う
つ
傾
向
は
、
神
照
郷
里
圏
域
が
市
平
均
を

3ポ
イ
ン
ト
以
上
上
回
わ
り
、

47
.6
％
と
な
っ
て
い
る
。


運
動
器
機
能
の
低
下
、
低
栄
養
の
傾
向
に
つ
い
て
は
、
市
平
均
と
大
き
く
乖
離
す
る
状
況
に
は
な
い
。

日
常
生
活
圏
域
別
の
各
種
リ
ス
ク
を
有
す
る
高
齢
者
の
割
合
（
％
）

（
単

位
：

％
）

運
動

器
機

能
の

低
下

転
倒

リ
ス

ク
閉

じ
こ

も
り

傾
向

咀
嚼

機
能

の
低

下
口

腔
機

能
の

低
下

低
栄

養
の

傾
向

認
知

機
能

の
低

下
う

つ
傾

向

全
体

[n
=5

,0
52

]
20

.4
35

.0
22

.3
36

.6
26

.4
1.

6
49

.5
44

.5
南

長
浜

圏
域

[n
=1

,0
53

]
19

.8
34

.7
17

.4
33

.1
23

.1
1.

2
47

.0
44

.4
神

照
郷

里
圏

域
[n

=1
,1

59
]

20
.5

34
.9

19
.6

37
.7

28
.4

1.
4

48
.4

47
.6

浅
井

圏
域

[n
=5

60
]

21
.3

33
.8

26
.4

38
.2

25
.0

2.
0

51
.6

44
.5

び
わ

圏
域

[n
=3

43
]

20
.7

38
.5

23
.9

36
.4

25
.1

1.
7

52
.8

42
.6

虎
姫

圏
域

[n
=1

96
]

21
.4

37
.8

26
.5

39
.3

26
.5

2.
0

51
.5

40
.8

湖
北

圏
域

[n
=3

93
]

20
.4

35
.6

25
.7

36
.9

26
.7

1.
5

50
.6

44
.8

高
月

圏
域

[n
=3

35
]

21
.5

37
.9

18
.5

34
.9

28
.7

0.
6

49
.6

40
.9

+5
以

上
木

之
本

圏
域

[n
=6

08
]

20
.6

34
.0

23
.8

39
.1

29
.8

2.
1

51
.2

43
.9

+3
 ～

 +
5

余
呉

圏
域

[n
=1

88
]

20
.7

31
.9

31
.4

37
.2

25
.5

3.
2

51
.1

44
.7

 -3
 ～

  -
5

西
浅

井
圏

域
[n

=2
16

]
17

.6
32

.9
31

.0
36

.1
25

.0
0.

9
45

.8
41

.7
-5

以
下

※
上
記
凡
例
の
よ
う
に
、
市
全
体
か
ら
の
ポ
イ
ン
ト
差
に
応
じ
て
色
分
け

（
出
典
）
高
齢
者
実
態
調
査
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9【参
考
】各
種
リ
ス
ク
の
計
算
方
法
①


高
齢
者
実
態
調
査
の
、
関
係
す
る
設
問
項
目
の
回
答
結
果
よ
り
試
算
し
た
も
の
。


運
動
器
機
能
の
低
下

・
下
記
の
設
問
で
３
問
以
上
，
該
当
す
る
選
択
肢
（
表
の
網
掛
け
箇
所
）
を
回

答
さ
れ
た
場
合
は
，
運
動
器
の
機
能
が
低
下
し
て
い
る
高
齢
者
に
な
る
。

該
当
設

問
 
体

を
動
か
す

こ
と
に
つ

い
て
 

設
問

 
選

択
肢

 
階

段
を

手
す

り
や

壁
を

つ
た

わ
ら

ず
に

昇
っ

て
い

ま
す

か
 

１
．

で
き

る
し

，
し

て
い

る
 

２
．

で
き

る
け

ど
し

て
い

な
い

 
３

．
で

き
な

い
 

椅
子

に
座

っ
た

状
態

か
ら

何
も

つ
か

ま
ら

ず
に

立
ち

上
が

っ
て

い
ま

す
か

 
１

．
で

き
る

し
，

し
て

い
る

 
２

．
で

き
る

け
ど

し
て

い
な

い
 

３
．

で
き

な
い

 
１

５
分

位
続

け
て

歩
い

て
い

ま
す

か
 

１
．

で
き

る
し

，
し

て
い

る
 

２
．

で
き

る
け

ど
し

て
い

な
い

 
３

．
で

き
な

い
 

過
去

１
年

間
に

転
ん

だ
経

験
が

あ
り

ま
す

か
 

１
．

何
度

も
あ

る
 

２
．

１
度

あ
る

 
３

．
な

い
 

転
倒

に
対

す
る

不
安

は
大

き
い

で
す

か
 

１
．

と
て

も
不

安
で

あ
る

 
２

．
や

や
不

安
で

あ
る

 
３

．
あ

ま
り

不
安

で
な

い
 

４
．

不
安

で
な

い
 

 


転
倒
リ
ス
ク

・
下
記
の
設
問
で
該
当
す
る
選
択
肢
（
表
の
網
掛
け
箇
所
）
を
回
答
さ
れ
た
場

合
は
，
転
倒
リ
ス
ク
の
あ
る
高
齢
者
に
な
る
。

該
当

設
問

 
体
を
動

か
す
こ
と

に
つ
い

て
 

設
問

 
選

択
肢

 
過

去
１

年
間

に
転

ん
だ

経
験

が
あ

り
ま

す
か

 
１

．
何

度
も

あ
る

 
２

．
１

度
あ

る
 

３
．

な
い

 
 
閉
じ
こ
も
り
傾
向

・
下
記
の
設
問
で
該
当
す
る
選
択
肢
（
表
の
網
掛
け
箇
所
）
を
回
答
さ
れ
た
場

合
は
，
閉
じ
こ
も
り
傾
向
の
あ
る
高
齢
者
に
な
る
。

該
当

設
問
 
体

を
動
か
す
こ

と
に
つ
い

て
 

設
問

 
選

択
肢

 
週

に
１

回
以

上
は

外
出

し
て

い
ま

す
か

 
１

．
ほ

と
ん

ど
外

出
し

な
い

 
２

．
週

１
回

 
３

．
週

２
～

４
回

 
４

．
週

５
回

以
上
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10【参
考
】各
種
リ
ス
ク
の
計
算
方
法
②


高
齢
者
実
態
調
査
の
、
関
係
す
る
設
問
項
目
の
回
答
結
果
よ
り
試
算
し
た
も
の
。


低
栄
養
の
傾
向

・
下
記
の
設
問
で
該
当
す
る
選
択
肢
（
表
の
網
掛
け
箇
所
）
を
回
答
さ
れ
た
場

合
は
，
低
栄
養
状
態
に
あ
る
高
齢
者
に
な
る
。


口
腔
機
能
の
低
下

・
下
記
の
設
問
で
２
問
以
上
，
該
当
す
る
選
択
肢
（
表
の
網
掛
け
箇
所
）
を
回

答
さ
れ
た
場
合
は
，
口
腔
機
能
の
低
下
が
疑
わ
れ
る
高
齢
者
に
な
る
。


咀
嚼
機
能
の
低
下

・
下
記
の
設
問
で
該
当
す
る
選
択
肢
（
表
の
網
掛
け
箇
所
）
を
回
答
さ
れ
た
場

合
は
，
咀
嚼
機
能
の
低
下
が
疑
わ
れ
る
高
齢
者
に
な
る
。

該
当
設
問
 
食
べ

る
こ
と
に
つ
い
て
 

設
問

 
選

択
肢

 
半

年
前

に
比

べ
て

固
い

も
の

が
食

べ
に

く
く

な
り

ま
し

た
か

 
１

．
は

い
 

２
．

い
い

え
 

 該
当
設

問
 
食

べ
る

こ
と

に
つ
い
て
 

設
問

 
選

択
肢

 
半

年
前

に
比

べ
て

固
い

も
の

が
食

べ
に

く
く

な
り

ま
し

た
か

 
１

．
は

い
 

２
．

い
い

え
 

お
茶

や
汁

物
等

で
む

せ
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
か

  
１

．
は

い
 

２
．

い
い

え
 

口
の

渇
き

が
気

に
な

り
ま

す
か

  
１

．
は

い
 

２
．

い
い

え
 

 

該
当
設
問
 
食
べ
る

こ
と

に
つ
い
て
 

設
問

 
選

択
肢

 
身

長
，

体
重

（
Ｂ

Ｍ
Ｉ

）
 

（
Ｂ
Ｍ
Ｉ＝
体
重
kg
÷
（身
長
ｍ
）
２
） 

18
.5

以
下

 

６
か

月
間

で
２

～
３

kg
以

上
の

体
重

減
少

が
あ

り
ま

し
た

か
 

１
．

は
い

 
２

．
い

い
え

 

 


認
知
機
能
の
低
下

・
下
記
の
設
問
で
該
当
す
る
選
択
肢
（
表
の
網
掛
け
箇
所
）
を
回
答
さ
れ
た
場

合
は
，
認
知
機
能
の
低
下
が
み
ら
れ
る
高
齢
者
に
な
る
。

該
当
設

問
 
毎

日
の

生
活
に

つ
い
て
 

設
問

 
選

択
肢

 
物

忘
れ

が
多

い
と

感
じ

ま
す

か
 

１
．

は
い

 
２

．
い

い
え

 
 
う
つ
傾
向

・
下
記
の
設
問
で
，
い
ず
れ
か
ひ
と
つ
で
も
該
当
す
る
選
択
肢
（
表
の
網
掛
け

箇
所
）
を
回
答
さ
れ
た
場
合
は
，
う
つ
傾
向
の
高
齢
者
に
な
る
。

該
当
設

問
 
毎

日
の

生
活

に
つ

い
て
 

設
問

 
選

択
肢

 
こ

の
１

か
月

間
，

気
分

が
沈

ん
だ

り
，

ゆ
う

う
つ

な
気

持
ち

に
な

っ
た

り
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
し

た
か

 
１

．
は

い
 

２
．

い
い

え
 

こ
の

１
か

月
間

，
ど

う
し

て
も

物
事

に
対

し
て

興
味

が
わ

か
な

い
，

 
あ

る
い

は
心

か
ら

楽
し

め
な

い
感

じ
が

よ
く

あ
り

ま
し

た
か

 

１
．

は
い

 
２

．
い

い
え
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.6 21
.4

23
.0

23
.2

0
10

20
30

40
50

60
70

80
90

10
0

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
グ

ル
ー

プ

ス
ポ

ー
ツ

関
係

の
グ

ル
ー

プ
や

ク
ラ

ブ

趣
味

関
係

の
グ

ル
ー

プ

学
習

･教
養

サ
ー

ク
ル

高
齢

者
サ

ロ
ン

､転
倒

予
防

教
室

な
ど

介
護

予
防

の
た

め
の

通
い

の
場

老
人

ク
ラ

ブ

町
内

会
･自

治
会

収
入

の
あ

る
仕

事

週
4回

以
上

週
2～

3回
週

1回
月

1～
3回

年
に

数
回

参
加

し
て

い
な

い
無

回
答（

％
）

[各
n=

5,
05

2]
]

地
域
活
動
等
へ
の
参
加
状
況


地
域
活
動
へ
の
参
加
状
況
を
み
る
と
、
全
般
に
参
加
し
て
い
な
い
と
す
る
割
合
が
高
く
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。


ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
や
町
内
会
・
自
治
会
な
ど
は
、
比
較
的
参
加
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
が
、
頻
度
と
し
て
は
「
年
に
数
回
」
が
メ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る
。
頻
度
が

高
い
も
の
は
「
収
入
の
あ
る
仕
事
」
で
あ
り
、
他
に
「ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
グ
ル
ー
プ
や
ク
ラ
ブ
」
と
な
っ
て
い
る
。


「
高
齢
者
サ
ロ
ン
、
転
倒
防
止
教
室
な
ど
介
護
予
防
の
た
め
の
通
い
の
場
」
へ
の
参
加
は
、
他
の
活
動
に
比
べ
低
い
水
準
と
な
っ
て
い
る
。


い
ず
れ
の
活
動
に
も
参
加
し
て
い
な
い
人
の
割
合
は
、

17
.0
％
（無
回
答
を
除
く
）
と
な
っ
て
い
る
。

地
域
活
動
等
へ
の
参
加
状
況

（
出
典
）
高
齢
者
実
態
調
査
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12

是
非

参
加

した
い

8.
6%

参
加

して
も

よ
い

50
.7

%

参
加

した
くな

い
29

.2
%

既
に

参
加

して
い

る
7.

3%

無
回

答
4.

2%

全
体

[n
=

5,
05

2]

地
域
住
民
の
有
志
の
健
康
づ
く
り
や
趣
味
の
グ
ル
ー
プ
活
動
へ
の
参
加
意
向
と
参
加
の
き
っ
か
け


「
是
非
参
加
し
た
い
」
と
「
参
加
し
て
も
よ
い
」
を
併
せ
て
、
約

6割
が
参
加
意
向
を
有
し
て
い
る
。


一
方
で
、
「
参
加
し
た
く
な
い
」
と
す
る
割
合
は
約

3割
あ
り
、
参
加
し
た
い
と
思
え
る
き
っ
か
け
と
し
て
は
「
自
身
の
健
康
状
態
が
良
く
な
る
こ
と
」
や
「関
心
が
持
て

る
活
動
が
あ
る
こ
と
」
な
ど
と
な
っ
て
い
る
が
、
「特
に
な
い
・
わ
か
ら
な
い
」
と
す
る
割
合
が
最
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

参
加
意
向

参
加
し
た
い
と
思
え
る
き
っ
か
け
〔
複
数
回
答
〕

（
出
典
）
高
齢
者
実
態
調
査

19
.8

 

4.
9 9.

4 

4.
7 

2.
4 

1.
0 

21
.0

 

16
.2

 

11
.7

 

40
.2

 

2.
0 

0%
20

%
40

%
60

%

関
心

が
持

てる
活

動
が

あ
るこ

と
活

動
して

い
る団

体
や

友
人

か
らの

誘
い

､付
き添

い
近

くに
活

動
場

所
が

あ
るこ

と
お

試
しで

の
参

加
体

験
活

動
内

容
や

団
体

等
の

情
報

が
分

か
る冊

子
の

配
布

相
談

窓
口

や
､専

門
職

か
らの

紹
介

自
身

の
健

康
状

態
が
良

くな
るこ

と
経

済
的

また
は

時
間

的
な

余
裕

が
あ

るこ
と

その
他

特
にな

い
･分

か
らな

い
無

回
答

全
体

[n
=

1,
47

5]
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13高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
参
加
し
た
い
講
座
等


高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
ど
の
よ
う
な
講
座
等
が
あ
っ
た
ら
参
加
し
た
い
か
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
映
画
鑑
賞
」
（
23

.2
％
）と
「
脳
ト
レ
・
認
知
症
予
防
」（

21
.6
％
）

が
2割
を
超
え
て
高
く
、
次
い
で
「
健
康
づ
く
り
講
座
」
（1

9.
4％
）と
な
っ
て
い
る
。

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
参
加
し
た
い
講
座
等
〔
複
数
回
答
〕

23
.2

 
9.

0 10
.3

 
13

.4
 

4.
7 5.

6 
8.

0 
5.

9 
15

.5
 

9.
5 

11
.5

 
4.

8 
4.

7 
21

.6
 

2.
8 4.

5 
1.

9 
19

.4
 

9.
4 

20
.0

 

0%
10

%
20

%
30

%

映
画

鑑
賞

生
け

花
･フ

ラワ
ー

ア
レ

ン
ジ

メン
ト

カラ
オ

ケ
･コ

ー
ラス

ス
マ

ー
トフ

ォン
教

室
将

棋
･囲

碁
防

災
教

室
は

り灸
･あ

ん
摩

･マ
ッサ

ー
ジ

な
ん

で
も

相
談

会
体

操
･ヨ

ガ
手

芸
教

室
料
理

教
室

陶
芸

教
室

絵
手

紙
脳

トレ
･認

知
症

予
防

子
供

との
交
流

会
認

知
症

カフ
ェ

藍
染

め
健

康
づ

くり
講

座
そ

の
他

無
回

答
全

体
[n

=
5,

05
2]

（
出
典
）
高
齢
者
実
態
調
査
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15

9.
2 11
.9

9.
1

24
.7 23

.3

26
.3

10
.9 9.
4 12

.6

12
.1

10
.5 7.

8

3.
9

3.
9

2.
1

11
.4

13
.5

11
.2

15
.2

15
.7

12
.3

12
.5

11
.9

18
.6

0.
0

20
.0

40
.0

60
.0

80
.0

10
0.

0

令
和

4年
[n

=5
,0

52
]

令
和

元
年

[n
=5

,2
14

]

平
成

29
年

[n
=1

,6
44

]

在
宅

で
､自

分
の

役
割

を
も

っ
て

住
民

主
体

に
よ

る
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

し
て

生
活

し
た

い

在
宅

で
､訪

問
介

護
や

通
所

介
護

な
ど

の
介

護
保

険
の

サ
ー

ビ
ス

の
み

を
利

用
し

て
生

活
し

た
い

在
宅

で
､住

民
主

体
に

よ
る

サ
ー

ビ
ス

と
介

護
保

険
の

サ
ー

ビ
ス

を
併

用
し

て
生

活
し

た
い

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
や

老
人

保
健

施
設

な
ど

に
入

所
し

た
い

住
み

や
す

い
住

宅
に

転
居

し
た

い

家
族

の
家

で
同

居
生

活
を

し
な

が
ら

家
族

の
介

護
を

受
け

た
い

わ
か

ら
な

い

無
回

答

（
％

）

介
護
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
の
送
り
た
い
生
活


介
護
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
し
て
生
活
を
送
り
た
い
か
に
つ
い
て
は
、
「
在
宅
で
、
訪
問
介
護
や
通
所
介
護
な
ど
の
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
の
み

を
利
用
し
て
生
活
し
た
い
」
が
最
も
高
く
な
っ
て
い
る
。


「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
老
人
保
健
施
設
な
ど
に
入
所
し
た
い
」
と
す
る
割
合
は
約

12
％
と
な
っ
て
い
る
が
、
前
回
調
査
、
前
々
回
調
査
と
比
べ
る
と
、
そ
の
割

合
は
高
ま
る
傾
向
に
あ
る
。

介
護
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
の
送
り
た
い
生
活

（
出
典
）
高
齢
者
実
態
調
査
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16施
設
等
へ
の
入
所
・入
居
の
検
討
状
況


施
設
等
へ
の
入
所
・
入
居
検
討
状
況
に
つ
い
て
、
「
入
所
・
入
居
は
検
討
し
て
い
な
い
」の
割
合
が
６
割
強
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
割
合
は
、
前
回
よ
り
も

8ポ
イ
ン

ト
低
下
。
「
入
所
・
入
居
を
検
討
し
て
い
る
」
と
す
る
割
合
も
低
下
傾
向
に
あ
り
、
「
す
で
に
入
所
・入
居
申
し
込
み
を
し
て
い
る
」
と
す
る
割
合
が
前
回
に
比
べ
比
較

的
大
き
く
増
加
し
て
い
る
。

（
出
典
）
在
宅
介
護
実
態
調
査

施
設
等
へ
の
入
所
・入
居
検
討
状
況

60
.6 68

.4 71
.0

18
.6

20
.1 21

.011
.1

3.
4 3.

89.
8 8.
2 4.

2

0.
0

20
.0

40
.0

60
.0

80
.0

10
0.

0

令
和

4年
[n

=5
33

]

令
和

元
年

[n
=5

63
]

平
成

29
年

[n
=5

00
]

入
所

･入
居

は
検

討
し

て
い

な
い

入
所

･入
居

を
検

討
し

て
い

る
す

で
に

入
所

･入
居

申
し

込
み

を
し

て
い

る
無

回
答

（
％

）
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17

高
齢
者
実
態
調
査
〔
複
数
回
答
〕

27
.5

 

27
.5

 

11
.0

 

13
.8

 

16
.5

 

11
.0

 

9.
9 

19
.7

 

34
.4

 

34
.5

 

2.
1 

25
.0

 

6.
4 

0%
20

%
40

%

地
域

の
見

守
り

買
い

物
の

支
援

部
屋

や
庭

の
掃

除

ゴ
ミ出

し

配
食

サ
ー

ビス

サ
ロン

等
地

域
住

民
の

交
流

の
場

相
談

窓
口

往
診

病
院

等
へ

の
送

迎

除
雪

､雪
下

ろ
し

そ
の

他

特
に

な
し

無
回

答
全

体
[n

=
5,

05
2]

在
宅
生
活
の
継
続
に
必
要
と
感
じ
る
支
援
・
サ
ー
ビ
ス


高
齢
者
実
態
調
査
で
は
、
今
の
生
活
を
続
け
て
い
く
た
め
に
必
要
な
身
の
回
り
の
支
援
と
し
て
、
「除
雪
、
雪
下
ろ
し
」
「病
院
等
へ
の
送
迎
」
の
割
合
が
高
く
、
次

い
で
「
買
い
物
支
援
」
や
「
地
域
の
見
守
り
」
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。


ま
た
、
在
宅
介
護
実
態
調
査
で
は
、
今
後
の
在
宅
生
活
の
継
続
に
本
人
が
必
要
と
感
じ
る
支
援
・
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
「
外
出
同
行
」
「移
送
サ
ー
ビ
ス
」
な
ど
移
動

に
係
る
支
援
・
サ
ー
ビ
ス
の
割
合
が
高
く
、
次
い
で
「配
食
」
や
「掃
除
・
洗
濯
」な
ど
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

（
出
典
）
高
齢
者
実
態
調
査
、
在
宅
介
護
実
態
調
査

在
宅
介
護
実
態
調
査
〔
複
数
回
答
〕
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.0
 

19
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.6

 
17
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.3
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9 
24
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20

%
40

%

配
食

調
理

掃
除

･洗
濯

買
い

物
ゴ

ミ出
し

外
出

同
行

移
送

サ
ー

ビス
見

守
り､

声
か

け
サ

ロン
な

どの
定

期
的

な
通

い
の

場
そ

の
他

特
に

な
し

無
回

答

全
体

[n
=

53
3]
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40
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50
.0

60
.0

70
.0

80
.0

90
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10
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0

令
和

4年
[n

=3
75

]

令
和

元
年

[n
=4

94
]

平
成

29
年

[n
=4

40
]

配
偶

者
子

子
の

配
偶

者
孫

兄
弟

･姉
妹

そ
の

他
無

回
答

（
％

）

主
な
介
護
・
介
助
者


在
宅
介
護
実
態
調
査
よ
り
、
主
な
介
護
者
は
、
「
子
」
が
半
数
近
く
、
次
い
で
「
配
偶
者
」が
３
割
強
と
な
っ
て
い
る
。


前
回
調
査
、
前
々
回
調
査
に
比
べ
、
「
子
」
「
配
偶
者
」
と
も
に
割
合
は
増
加
し
、
「
子
の
配
偶
者
」の
割
合
が
比
較
的
大
き
く
低
下
し
て
い
る
。

主
な
介
護
者
（在
宅
介
護
実
態
調
査
）

（
出
典
）
在
宅
介
護
実
態
調
査
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日
中

の
排

泄
夜

間
の

排
泄

食
事

の
介

助
入

浴
･洗

身
身

だ
しな

み
衣

服
の

着
脱

屋
内

の
移

乗
･移

動
外

出
の

付
き

添
い

､送
迎

等
服

薬
認

知
症

の
症

状
へ

の
対

応
医
療

面
で

の
対

応
食

事
の

準
備

そ
の

他
の

家
事

金
銭

管
理

や
生

活
面

に
必

要
な

諸
手

続
き

そ
の

他
不

安
に

感
じて

い
る

こと
は

､特
に

な
い

主
な

介
護

者
に

確
認

しな
い

と､
わ

か
らな

い
無

回
答

全
体

[n
=

37
5]
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20
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40
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%

特
に

負
担

と感
じる

こと
は

な
い

精
神

的
負

担
が

大
き

い

経
済

的
負

担
が

大
き

い

介
護

が
必

要
な

方
を

残
して

外
出

で
き

な
い

自
分

の
自

由
な

時
間

が
な

い

食
事

､排
泄

､入
浴

な
ど､

介
護

の
負

担
が

大
き

い

自
分

自
身

の
体

が
持

た
な

い

十
分

に
睡

眠
を

とる
こと

が
で

きな
い

適
切

な
介

護
の

仕
方

が
わ

か
らな

い

介
護

に
協
力

して
くれ

る
人

が
い

な
い

仕
事

に
出

る
こと

が
で

きな
い

自
分

自
身

の
通

院
･治
療

が
受

け
られ

な
い

親
類

等
の

非
協
力

的
な

態
度

が
つら

い

現
在
利

用
して

い
る

介
護

サ
ー

ビス
に
不

満
が

あ
る

地
域

に
病

気
や

介
護

に
つ

い
て

の
理

解
が

な
く､

気
軽

に
話

せ
な

い

そ
の

他

無
回

答

全
体

[n
=

37
5]

介
護
者
が
抱
え
る
課
題


介
護
者
が
介
護
を
す
る
上
で
困
っ
て
い
る
こ
と
は
、
「
精
神
的
負
担
が
大
き
い
」
が
最
も
高
く
、
次
い
で
「
自
分
の
自
由
な
時
間
が
な
い
」「
介
護
が
必
要
な
方
を
残

し
て
外
出
で
き
な
い
」
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。


生
活
を
継
続
す
る
に
あ
た
り
、
介
護
者
が
不
安
に
感
じ
る
介
護
は
、
「
認
知
症
へ
の
対
応
」「
夜
間
の
排
泄
」「
外
出
の
付
き
添
い
、
送
迎
等
」
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

介
護
を
す
る
上
で
困
っ
て
い
る
こ
と
〔
複
数
回
答
〕

（
出
典
）
在
宅
介
護
実
態
調
査

生
活
を
継
続
す
る
に
あ
た
り
、
介
護
者
が
不
安
に
感
じ
る
介
護
〔
複
数
回
答
〕
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21介
護
者
へ
の
支
援


仕
事
と
介
護
の
両
立
に
効
果
の
あ
る
勤
め
先
か
ら
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
「介
護
休
業
・
介
護
休
暇
等
の
制
度
の
充
実
」「
労
働
時
間
の
柔
軟
な
選
択
」
「介
護
を

し
て
い
る
従
業
員
へ
の
経
済
的
な
支
援
」
な
ど
が
、
比
較
的
高
く
な
っ
て
い
る
。

（
出
典
）
在
宅
介
護
実
態
調
査

仕
事
と
介
護
の
両
立
に
効
果
の
あ
る
勤
め
先
か
ら
の
支
援
〔
複
数
回
答
〕

12
.0

 

29
.1

 

24
.6

 

29
.1

 

4.
6 

12
.0

 

5.
7 

28
.6

 

4.
0 

18
.9

 

2.
9 

2.
9 

0%
10

%
20

%
30

%

自
営

業
･フ

リー
ラン

ス
等

の
た

め
､勤

め
先

は
な

い

介
護

休
業

･介
護

休
暇

等
の

制
度

の
充

実

制
度

を
利

用
しや

す
い

職
場

づ
くり

労
働

時
間

の
柔

軟
な

選
択

働
く場

所
の

多
様

化

仕
事

と介
護

の
両
立

に
関

す
る

情
報

の
提

供

介
護

に
関

す
る

相
談

窓
口

･相
談

担
当

者
の

設
置

介
護

を
して

い
る

従
業

員
へ

の
経

済
的

な
支

援

そ
の

他

特
に

な
い

主
な

介
護

者
に

確
認

しな
い

と､
わ

か
らな

い

無
回

答

全
体

[n
=

17
5]
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23相
談
相
手


一
般
高
齢
者
の
方
に
家
族
や
友
人
、
知
人
以
外
の
相
談
相
手
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
そ
の
よ
う
な
人
は
い
な
い
」
と
の
回
答
が

3割
強
と
最
も
高
く
、
「地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
・
役
所
」
は

1割
強
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。


在
宅
介
護
実
態
調
査
で
介
護
者
の
方
が
介
護
の
悩
み
を
相
談
で
き
る
人
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
」
の
回
答
が
約

6割
と
最
も
高
く
、
次
い
で
「
家

族
」
（
56

.5
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
の
回
答
は

1割
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

介
護
者
の
方
が
介
護
の
悩
み
を
相
談
で
き
る
人
〔
複
数
回
答
〕

家
族
や
友
人
、
知
人
以
外
の
相
談
相
手
〔
複
数
回
答
〕

（
出
典
）
高
齢
者
実
態
調
査

（
出
典
）
在
宅
介
護
実
態
調
査

14
.9

 

16
.8

 

7.
0 

29
.8

 

13
.1

 

3.
6 

33
.3

 

8.
9 

0%
20

%
40

%

自
治

会
･町

内
会

･老
人

クラ
ブ

社
会

福
祉

協
議

会
･民

生
委

員

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャー

医
師

･歯
科

医
師

･看
護

師

地
域

包
括

支
援

セ
ン

ター
･役

所

そ
の

他

そ
の

よ
うな

人
は

い
な

い

無
回

答

全
体

[n
=

5,
05

2]

56
.5

 
17

.1
 

8.
5 

7.
5 

4.
5 

1.
1 

28
.5

 
60

.5
 

13
.1

 
0.

0 3.
2 

9.
9 

4.
0 

2.
1 

9.
1 

0%
20

%
40

%
60

%
80

%

家
族

友
人

職
場

の
人

や
同
僚

近
所

の
人

民
生

委
員

自
治

会
や
老

人
会

の
人

主
治

医
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャー
介

護
保

険
事

業
所

･施
設

の
人

認
知

症
家

族
の

会
社

会
福

祉
協

議
会

地
域

包
括

支
援

セ
ン

ター
そ

の
他

相
談

で
き

る
人

が
い

な
い

無
回

答

全
体

[n
=

37
5]
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24認
知
症
の
認
知
度
・関
連
す
る
講
演
会
や
催
し
物
な
ど
へ
の
参
加
状
況


認
知
症
と
い
う
病
気
に
つ
い
て
「
知
っ
て
い
る
」と
す
る
高
齢
者
は

68
.0
％
で
あ
り
、
令
和
元
年
調
査
（
29

.2
％
）
に
比
べ
、
認
知
の
割
合
が
大
き
く
高
ま
っ
て
い
る
。


一
方
で
、
認
知
症
に
関
す
る
講
演
会
や
催
し
物
な
ど
へ
の
参
加
経
験
で
は
、
「
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
」
と
す
る
人
の
割
合
は

26
.6
％
と
、
認
知
度
に
対
し
て
低
い

水
準
に
止
ま
っ
て
い
る
。

認
知
症
と
い
う
病
気
の
認
知
度

（
出
典
）
高
齢
者
実
態
調
査

68
.0

 

29
.2

 

24
.8

 

56
.6

 

5.
1 

10
.9

 

0.
4 

1.
2 1.

7 

2.
1 

0%
50

%
10

0%

令
和

４
年

[n
=

5,
05

2]

令
和

元
年

[n
=

5,
21

4]

知
って

い
る

あ
る

程
度

知
って

い
る

言
葉

ぐら
い

は
知

って
い

る
全

く知
らな

い
無

回
答

認
知
症
に
関
す
る
講
演
会
や
催
し
物
な
ど
へ
の
参
加
経
験

26
.6

 

30
.6

 

70
.6

 

67
.0

 

2.
8 

2.
3 

0%
50

%
10

0%

令
和

４
年

[n
=

5,
05

2]

令
和

元
年

[n
=

5,
21

4]

参
加

した
こと

が
あ

る
参

加
した

こと
が

な
い

無
回

答
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26【参
考
】認
知
症
に
つ
い
て
（グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
結
果
）

担
当
地
域
で
の
認
知
症
の
人
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
参
加
者
が
感
じ
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
っ
た
も
の

介
護
支
援
専
門
員
／
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

・
老
人
会
な
ど
が
活
発
な
地
域
で
あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
で
活
動
が
止
ま
り
、
外
出
の
機
会
が
減
っ
て
認
知
症
が
進
行
し
て
い
る
。
認
知
症

の
周
知
も
進
み
、
早
い
う
ち
か
ら
相
談
し
よ
う
と
い
う
家
族
が
増
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

・
「
認
知
症
」
と
い
う
言
葉
の
理
解
は
で
き
て
い
て
も
、
具
体
的
な
こ
と
は
分
か
っ
て
お
ら
ず
、
自
分
も
な
り
得
る
と
い
う
思
い
に
至
っ
て
い

な
い
。

・
認
知
症
に
対
す
る
当
事
者
意
識
が
な
い
人
が
多
い
。
我
が
事
と
思
っ
て
い
な
い
た
め
、
相
談
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
く
な
る
。

・
精
神
科
受
診
を
た
め
ら
う
人
が
多
い
。

・
行
方
不
明
に
な
る
人
が
多
い
。

・
「
世
間
に
知
ら
れ
た
く
な
い
」
等
の
配
慮
か
ら
相
談
が
途
切
れ
介
入
し
に
く
い
こ
と
が
多
い
。

・
コ
ロ
ナ
禍
で
在
宅
時
間
が
増
え
た
こ
と
も
あ
り
、
虐
待
の
ケ
ー
ス
が
増
加
。

・
介
護
に
携
わ
っ
て
く
れ
る
若
い
人
へ
の
啓
発
、
支
援
層
と
な
る

30
～

60
代
向
け
の
啓
発
。

・
虐
待
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
行
方
不
明
に
関
し
て
、
事
業
者
が
気
づ
く
視
点
が
弱
く
、
相
談
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
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28支
援
困
難
と
感
じ
る
事
例


認
知
症
の
支
援
に
あ
た
り
困
難
と
感
じ
る
事
例
は
、
介
護
支
援
専
門
員
、
訪
問
看
護
師
と
も
、
「
本
人
・
家
族
の
認
知
症
の
理
解
が
乏
し
い
」
が

7割
弱
で
あ
り
、
次

い
で
「
本
人
ま
た
は
家
族
に
よ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
拒
否
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
出
典
）
高
齢
者
保
健
福
祉
の
推
進
に
関
す
る
調
査
（介
護
支
援
専
門
員
用
）

（
出
典
）
高
齢
者
保
健
福
祉
の
推
進
に
関
す
る
調
査
（訪
問
看
護
師
・
介
護
職
用
）

認
知
症
の
支
援
に
あ
た
り
困
難
と
感
じ
る
事
例
（
訪
問
看
護
師
・介
護
職
）

〔
複
数
回
答
〕

認
知
症
の
支
援
に
あ
た
り
困
難
と
感
じ
る
事
例
（
介
護
支
援
専
門
員
）

〔
複
数
回
答
〕

67
.0

 
38

.7
 

65
.1

 
52

.8
 

15
.1

 
49

.1
 

51
.9

 
9.

4 
33

.0
 

5.
7 

22
.6

 
18

.9
 

20
.8

 
17

.0
 

39
.6

 
3.

8 
1.

9 

0%
20

%
40

%
60

%
80

%

本
人

・家
族

の
認

知
症

の
理

解
が

乏
しい

十
分

治
療

で
きて

い
な

い

本
人

ま
た

は
家

族
に

よ
る

介
護

サ
ー

ビス
利

用
拒

否

本
人

・家
族

の
人

間
関

係
が

悪
い

認
知

症
の

あ
る

高
齢

者
の

能
力

を
生

か
せ

る場
所

が
少

な
い

介
護

者
の

心
身

とも
に

介
護

負
担

の
増

大

経
済

的
な
理

由
で

必
要

な
サ

ー
ビス

が
入

らな
い

介
護

者
の

交
流

の
場

が
な

い

介
護

者
が

認
知

症
の

方
の

介
護

の
方

法
が

わ
か

らな
い

介
護

者
が

認
知

症
の

相
談

窓
口

が
わ

か
らな

い

地
域

の
認

知
症

の
理

解
が

乏
しい

認
知

症
の

あ
る

高
齢

者
の

権
利

が
守

られ
て

い
な

い

認
知

症
の

あ
る

方
に

適
応

した
介

護
保

険
サ

ー
ビス

が
少

な
い

行
方
不

明
な

ど外
出

時
の
見

守
りや

安
全

対
策

に
課

題
が

あ
る

BP
SD

の
症

状
の

悪
化

が
あ

る
とき

の
対

応
方

法

その
他

無
回

答
全

体
[n

=
10

6]

69
.9

 
41

.6
 55

.5
 

45
.1

 
22

.0
 

47
.4

 
45

.7
 

16
.8

 28
.9

 
9.

2 15
.6

 
9.

8 
22

.5
 

19
.1

 27
.2

 
1.

2 
1.

2 

0%
20

%
40

%
60

%
80

%

本
人

・家
族

の
認

知
症

の
理

解
が

乏
しい

十
分

治
療

で
き

て
い

な
い

本
人

ま
た

は
家

族
に

よる
介

護
サ

ー
ビス
利

用
拒

否

本
人

・家
族

の
人

間
関

係
が

悪
い

認
知

症
の

あ
る高

齢
者

の
能
力

を
生

か
せ

る
場

所
が

少
な

い

介
護

者
の

心
身

とも
に

介
護

負
担

の
増

大

経
済

的
な
理

由
で

必
要

な
サ

ー
ビス

が
入

らな
い

介
護

者
の

交
流

の
場

が
な

い

介
護

者
が

認
知

症
の

方
の

介
護

の
方

法
が

わ
か

らな
い

介
護

者
が

認
知

症
の

相
談

窓
口

が
わ

か
らな

い

地
域

の
認

知
症

の
理

解
が

乏
しい

認
知

症
の

あ
る高

齢
者

の
権
利

が
守

られ
て

い
な

い

認
知

症
の

あ
る

方
に

適
応

した
介

護
保

険
サ

ー
ビス

が
少

な
い

行
方
不

明
な

ど外
出

時
の
見

守
りや

安
全

対
策

に
課

題
が

あ
る

BP
SD

の
症

状
の

悪
化

が
あ

る
とき

の
対

応
方

法

その
他

無
回

答
全

体
[n

=
17

3]
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29

全
国

滋
賀

県

長
浜
市

大
津

市
彦

根
市

近
江

八
幡

市

草
津

市

守
山

市

甲
賀

市

野
洲

市

湖
南

市

高
島

市

東
近

江
市

米
原

市

栗
東

市

日
野

町
竜

王
町

愛
荘

町

豊
郷

町

甲
良

町

多
賀

町

8,
00

0

9,
00

0

10
,0

00

11
,0

00

12
,0

00

13
,0

00

14
,0

00

15
,0

00

16
,0

00

17
,0

00

18
,0

00

8,
00

0
9,

00
0

10
,0

00
11

,0
00

12
,0

00
13

,0
00

14
,0

00

施
設
お
よ
び
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
給
付
月
額
(円
)

全
国

滋
賀

県
長

浜
市

そ
の

他
地

域

（
時

点
）
令

和
4年

(2
02

2年
)

（
縦

軸
の

出
典

）
厚

生
労

働
省

「
介

護
保

険
事

業
状

況
報

告
」
年

報

（
横

軸
の

出
典

）
厚

生
労

働
省

「
介

護
保

険
事

業
状

況
報

告
」
年

報

在宅サービス給付月額（円）

第
１
号
被
保
険
者
１
人
あ
た
り
給
付
月
額
（在
宅
サ
ー
ビ
ス
・施
設
お
よ
び
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
）


第
１
号
被
保
険
者
１
人
あ
た
り
給
付
月
額
に
つ
い
て
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
と
、
施
設
お
よ
び
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
月
額
を
み
る
と
、
全
国
に
比
べ
、
在
宅
サ
ー
ビ

ス
、
施
設
お
よ
び
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
と
も
に
高
く
な
っ
て
い
る
。


県
の
中
で
も
施
設
お
よ
び
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
月
額
は
高
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

第
１
号
被
保
険
者
１
人
あ
た
り
給
付
月
額
（在
宅
サ
ー
ビ
ス
・施
設
お
よ
び
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
）

（
注
）
見
え
る
化
シ
ス
テ
ム
よ
り
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30

0

1,
00

0

2,
00

0

3,
00

0

4,
00

0

5,
00

0

6,
00

0

介 護 老 人 福 祉 施 設

介 護 老 人 保 健 施 設

介 護 医 療 院

介 護 療 養 型 医 療 施 設

地 域 密 着 型 介 護 老 人 福 祉 施 設

訪 問 介 護

訪 問 入 浴 介 護

訪 問 看 護

訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン

居 宅 療 養 管 理 指 導

通 所 介 護

通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン

短 期 入 所 生 活 介 護

短 期 入 所 療 養 介 護

福 祉 用 具 貸 与

特 定 福 祉 用 具 販 売

住 宅 改 修

特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護

介 護 予 防 支 援 ・ 居 宅 介 護 支 援

定 期 巡 回 ・ 随 時 対 応 型 訪 問 介 護 看 護

夜 間 対 応 型 訪 問 介 護

認 知 症 対 応 型 通 所 介 護

小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護

認 知 症 対 応 型 共 同 生 活 介 護

地 域 密 着 型 特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護

看 護 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護

地 域 密 着 型 通 所 介 護

全
国

滋
賀

県
長

浜
市

（
時

点
）
令

和
4年

(2
02

2年
)

（
出

典
）

厚
生

労
働
省

「
介

護
保

険
事

業
状

況
報

告
」
年

報
（
令

和
3,

4年
度

の
み

「
介

護
保

険
事

業
状

況
報

告
」

月
報

）

給付月額（円）

第
１
号
被
保
険
者
１
人
あ
た
り
給
付
月
額
（サ
ー
ビ
ス
種
類
別
）


第

1号
被
保
険
者

1人
あ
た
り
給
付
月
額
を
サ
ー
ビ
ス
種
類
別
に
み
る
と
、
全
国
・
県
平
均
と
比
較
し
て
、
介
護
老
人
福
祉
施
設
、
通
所
介
護
、
介
護
老
人
保
健
施

設
な
ど
で
高
く
な
っ
て
い
る
。

第
1号
被
保
険
者

1人
あ
た
り
給
付
月
額

（
注
）
見
え
る
化
シ
ス
テ
ム
よ
り
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31サ
ー
ビ
ス
別
で
の
待
機
者
数
等


1事
業
所
あ
た
り
の
平
均
待
機
者
数
が
最
も
多
い
の
は
、
「
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）
」
で
突
出
し
て
多
く
な
っ
て
い
る
。
次
い
で
、
「地
域

密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）
」
と
な
っ
て
い
る
。
。
「
（
介
護
予
防
）
短
期
入
所
生
活
介
護
」
も
待
機
者
数
が
比
較

的
多
い
。

サ
ー
ビ
ス
別
で
の
待
機
者
数
等
（
１
事
業
所
あ
た
り
平
均
）

（
出
典
）
高
齢
者
保
健
福
祉
の
推
進
に
関
す
る
調
査
（介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
運
営
法
人
用
）

（
注

1）
事
業
所
あ
た
り
人
数
・期
間
と
は
回
答
が
あ
っ
た
事
業
者
数
で
割
っ
た
も
の

（
注

2）
複
数
の
サ
ー
ビ
ス
を
一
体
的
に
提
供
し
て
い
る
場
合
は
除
き
集
計

（
注

3）
＊
印
は
回
答
者
が
１
事
業
所
の
も
の

サ
ー

ビ
ス

別
利

用
定

員
（

人
）

利
用

人
数

（
人

）

空
き

人
数

（
人

）

待
機

者
数

（
人

）

平
均

待
機

期
間

（
月

）
居
宅

介
護

支
援

・
介

護
予

防
支

援
89

.2
12

0.
8

10
.6

0.
4

0.
1

訪
問

介
護

40
.0

35
5.

1
5.

8
0.

0
0.

0
（

介
護

予
防

）
訪

問
入

浴
介

護
 ＊

15
0.

0
95

.0
65

.0
0.

0
0.

0
（

介
護

予
防

）
訪

問
看

護
10

.0
19

7.
3

3.
3

0.
0

0.
0

（
介

護
予

防
）

訪
問

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
＊

5.
0

4.
0

1.
0

0.
0

0.
0

通
所

介
護

32
.0

26
.3

9.
9

0.
0

0.
0

（
介

護
予

防
）

通
所

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
35

.6
35

.2
10

.6
1.

3
1.

0
（

介
護

予
防

）
短

期
入

所
生

活
介

護
16

.0
15

.2
0.

8
5.

0
2.

0
（

介
護

予
防

）
短

期
入

所
療

養
介

護
3.

0
11

.5
0.

0
0.

0
0.

0
（

介
護

予
防

）
福

祉
用

具
貸

与
-

34
4.

0
0.

0
0.

0
0.

0
（

介
護

予
防

）
特

定
福

祉
用

具
販

売
＊

-
3.

0
-

-
-

（
介

護
予

防
）

特
定

施
設

入
居

者
生

活
介

護
＊

42
.0

39
.0

3.
0

-
-

サ
ー

ビ
ス

別
利

用
定

員
（

人
）

利
用

人
数

（
人

）

空
き

人
数

（
人

）

待
機

者
数

（
人

）

平
均

待
機

期
間

（
月

）
地

域
密

着
型

通
所

介
護

13
.2

15
.4

3.
3

0.
7

0.
6

（
介

護
予

防
）

認
知

症
対

応
型

通
所

介
護

12
.0

6.
5

5.
5

0.
0

0.
0

（
介

護
予

防
）

小
規

模
多

機
能

型
居
宅

介
護

25
.8

19
.5

6.
3

0.
0

0.
0

（
介

護
予

防
）

認
知

症
対

応
型

共
同

生
活

介
護

（
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

）
13

.5
13

.2
0.

3
0.

0
0.

0

地
域

密
着

型
介

護
老

人
福

祉
施

設
入

所
者

生
活

介
護

（
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

）
29

.0
29

.0
0.

0
15

.0
0.

5

看
護

小
規

模
多

機
能

型
居
宅

介
護

＊
29

.0
21

.0
8.

0
-

-
介

護
老

人
福

祉
施

設
（

特
別

養
護
老

人
ホ

ー
ム

）
71

.0
69

.2
1.

8
21

7.
8

1.
5



48 
 

 

32不
足
し
て
い
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
と
不
足
の
内
容


認
知
症
の
あ
る
方
に
適
応
し
た
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
が
少
な
い
」
と
答
え
た
方
に
不
足
し
て
い
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
と
不
足
の
内
容
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
介
護

支
援
専
門
員
調
査
で
は
、
「
短
期
入
所
生
活
介
護
」
「
介
護
老
人
福
祉
施
設
」
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
訪
問
看
護
師
・介
護
職
調
査
で
は
、
「訪
問
看
護
」
「通
所
介

護
」
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

不
足
し
て
い
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
と
不
足
の
内
容
（訪
問
看
護
師
・
介
護
職
）

不
足
し
て
い
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
と
不
足
の
内
容
（介
護
支
援
専
門
員
）

（
出
典
）
高
齢
者
保
健
福
祉
の
推
進
に
関
す
る
調
査
（介
護
支
援
専
門
員
用
）

（
出
典
）
高
齢
者
保
健
福
祉
の
推
進
に
関
す
る
調
査
（訪
問
看
護
師
・
介
護
職
用
）

（
注

1）
サ
ー
ビ
ス
別
の
回
答
数
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
回
答
数
ベ
ー
ス
の
集
計
結
果
を
示
し
て
い
る
。

（
注

2）
回
答
が
な
か
っ
た
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
掲
載
し
て
い
な
い
。

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　
不

足
の

内
容

サ
ー

ビス

合
計

事
業

者
数

が
足

り
な

い

定
員

が
足

りな
い

サ
ー

ビス
提

供
時

間
が

足
り

な
い

重
度

な
方

を
受

け
入

れ
られ

な
い

連
携

が
取

れ
な

い
そ

の
他

無
回

答

（
回

答
者

数
）

39
訪

問
介

護
16

2
3

3
1

1
1

5
通

所
介

護
11

1
-

1
6

2
-

1
認

知
症

対
応

型
通

所
介

護
9

5
1

-
2

-
-

1
認

知
症

対
応

型
共

同
生

活
介

護
8

4
-

-
3

-
1

-
夜

間
対

応
型

訪
問

介
護

6
4

-
-

2
-

-
-

訪
問

入
浴

介
護

5
2

-
-

-
-

-
3

看
護

小
規

模
多

機
能

型
居
宅

介
護

5
4

-
-

1
-

-
-

介
護
老

人
福

祉
施

設
5

1
2

-
-

1
1

-
居
宅

介
護

支
援

・介
護

予
防

支
援

4
-

-
1

2
-

-
1

訪
問

看
護

4
1

-
2

-
-

-
1

訪
問

リハ
ビリ

テー
シ

ョン
4

1
-

1
-

1
-

1
定

期
巡

回
・随

時
対

応
型

訪
問

介
護

看
護

3
3

-
-

-
-

-
-

地
域

密
着

型
介

護
老

人
福

祉
施

設
入

所
者

生
活

介
護

2
1

-
-

1
-

-
-

介
護
老

人
保

健
施

設
2

1
-

-
-

-
1

-
ケ

アハ
ウス

2
2

-
-

-
-

-
-

訪
問

介
護

と通
所

介
護

を組
み

合
わ

せ
た

新
事

業
2

1
-

-
-

-
1

-

短
期

入
所

生
活

介
護

1
-

-
-

-
1

-
-

短
期

入
所
療

養
介

護
1

1
-

-
-

-
-

-
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

1
-

1
-

-
-

-
-

サ
ー

ビス
付

き高
齢

者
向

け
住
宅

1
-

-
-

1
-

-
-

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　
不

足
の

内
容

サ
ー

ビス

合
計

事
業

者
数

が
足

り
な

い

定
員

が
足

りな
い

サ
ー

ビス
提

供
時

間
が

足
り

な
い

重
度

な
方

を
受

け
入

れ
られ

な
い

連
携

が
取

れ
な

い
そ

の
他

無
回

答

（
回

答
者

数
）

22
短

期
入

所
生

活
介

護
7

2
1

-
2

-
2

-
介

護
老

人
福

祉
施

設
6

4
1

-
1

-
-

-
通

所
介

護
5

-
3

1
1

-
-

-
認

知
症

対
応

型
通

所
介

護
5

4
-

-
-

-
-

1
訪

問
介

護
3

1
-

-
-

-
1

1
通

所
リハ

ビリ
テー

シ
ョン

3
1

-
-

2
-

-
-

夜
間

対
応

型
訪

問
介

護
3

2
-

-
-

-
1

-
訪

問
看

護
2

-
-

1
-

-
-

1
訪

問
リハ

ビリ
テー

シ
ョン

2
2

-
-

-
-

-
-

居
宅

介
護

支
援

・介
護

予
防

支
援

1
-

-
-

-
-

-
1

訪
問

入
浴

介
護

1
-

-
-

-
-

-
1

短
期

入
所
療

養
介

護
1

-
1

-
-

-
-

-
定

期
巡

回
・随

時
対

応
型

訪
問

介
護

看
護

1
1

-
-

-
-

-
-

認
知

症
対

応
型

共
同

生
活

介
護

1
-

-
-

-
-

1
-

看
護

小
規

模
多

機
能

型
居
宅

介
護

1
1

-
-

-
-

-
-

介
護
老

人
保

健
施

設
1

1
-

-
-

-
-

-
介

護
療

養
型

医
療

施
設

1
-

-
-

-
-

1
-

介
護

医
療

院
1

1
-

-
-

-
-

-
病

院
1

1
-

-
-

-
-

-
訪

問
介

護
と通

所
介

護
を組

み
合

わ
せ

た
新

事
業

1
1

-
-

-
-

-
-
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33【参
考
】ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
の
傾
向
と
課
題
（グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
結
果
）

担
当
地
域
で
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
の
傾
向
と
課
題
に
つ
い
て
、
参
加
者
が
感
じ
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
っ
た
も
の

介
護
支
援
専
門
員

【
南
長
浜
】

・
商
店
街
の
よ
う
な
近
隣
関
係
の
あ
る
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
で
孤
立
し

て
い
る
人
も
い
る
。
そ
う
し
た
人
は
介
護
保
険
の
利
用
で
支
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

・
一
人
暮
ら
し
で
、
在
宅
介
護
に
限
界
が
き
て
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
を

選
択
し
て
移
る
人
も
い
る
。

・
身
寄
り
の
無
い
人
や
成
年
後
見
・
権
利
擁
護
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
は
増
え
て
い
る
。

【
神
照
郷
里
】

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
は
多
い
。
地
域
的
に
他
地
域
と
隣
接
し
て
い
る
の
で
、
事
業

所
の
選
択
肢
も
多
い
分
、
特
徴
を
知
っ
て
お
か
な
い
と
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
き
な
い
。

・
認
知
症
の
方
は
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
要
望
す
る
人
が
多
い
。
家
族
の
負
担
も
大
き
い

の
で
、
共
倒
れ
に
な
ら
な
い
た
め
に
離
れ
る
時
間
が
必
要
。

【
浅
井
】

・
デ
イ
に
行
き
た
が
ら
な
い
人
が
多
い
（
イ
メ
ー
ジ
の
問
題
）。

・
家
族
と
の
関
係
を
作
る
た
め
に
、
最
初
は
希
望
を
聞
い
て
プ
ラ
ン
を
作
っ
て
し
ま
う
。

バ
ラ
ン
ス
が
大
事
。

【
び
わ
】

・
サ
ー
ビ
ス
の
量
は
充
足
。
福
祉
用
具
の
依
頼
が
多
い
。

・
人
工
透
析
の
通
院
調
整
が
大
変
。

【
虎
姫
】

・
訪
問
介
護
で
生
活
援
助
を
利
用
す
る
人
は
ほ
ぼ
い
な
い
。

・
高
齢
者
側
も
、
自
分
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
る
ん
だ
、
と
い
う
意
識
を
持
つ
べ
き
。
家

で
は
危
険
だ
か
ら
動
か
な
い
よ
う
に
、
と
い
う
と
改
善
が
続
か
な
い
。

・
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
は
兼
務
に
な

る
人
も
多
い
の
で
人
が
足
り
て
い
な
い

【
湖
北
】

・
サ
ー
ビ
ス
は
量
的
に
は
困
っ
て
い
な
い
。

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
は
高
い
が
家
族
ニ
ー
ズ
で
あ
っ
た
り
す
る
。

【
高
月
】

・
透
析
の
人
や
独
居
の
通
院
な
ど
、
移
送
ニ
ー
ズ
が
高
い
。

・
デ
イ
は
嫌
が
る
が
リ
ハ
ビ
リ
な
ら
行
く
気
に
な
る
高
齢
者
が
多
い
。

・
雪
の
多
い
地
域
で
あ
り
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

【
南
長
浜
】

・
レ
ベ
ル
低
下
を
防
ぐ
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
を
提
案
す
る
も
、
介
護
予
防
の
考
え
が
浸

透
し
て
お
ら
ず
進
ま
な
い
。

・
複
雑
多
様
化
し
た
ケ
ー
ス
を
多
く
抱
え
て
い
る
た
め
、
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
受

け
て
く
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。

・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
な
ど
介
護
現
場
で
は
人
手
不
足
。

【
神
照
郷
里
】

・
コ
ロ
ナ
禍
で
足
腰
が
弱
っ
た
こ
と
で
、
介
護
と
い
う
よ
り
予
防
的
に
、
介
護
認
定
を

受
け
て
通
所
し
た
い
と
い
う
人
が
増
え
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
も
ヘ
ル
パ
ー
も
足
り
な
い
。

【
浅
井
び
わ
虎
姫
】

・
予
防
の
ニ
ー
ズ
が
増
え
て
い
る
。

・
他
の
家
族
に
も
支
援
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
力
量
が
必
要

な
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

・
子
ど
も
や
孫
が
引
き
こ
も
り
で
経
済
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
な
い
。

【
湖
北
高
月
】

・
ベ
ッ
ド
の
レ
ン
タ
ル
希
望
あ
り
。

・
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
は
、
訪
問
系
よ
り
通
所
系
の
ほ
う
が
多
い
。

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、
引
き
こ
も
り
予
防
や
リ
ハ
ビ
リ
と
し
て
体
を
動
か
す
な
ど
の
目

的
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

【
木
之
本
余
呉
西
浅
井
】

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
す
る
が
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が
少
な
く
、
常
時
満
員
。

・
お
願
い
す
る
事
業
所
が
少
な
く
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
も
包
括
が
抱
え
て
い
る
。

・
看
取
り
も
多
い
。

介
護
支
援
専
門
員

【
木
之
本
】

・
事
業
所
の
数
は
あ
る
が
、
移
送
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
だ
が
介
護
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
対

応
で
き
る
と
こ
ろ
が
地
域
内
に
少
な
い
。

【
余
呉
・
西
浅
井
】

・
遅
い
時
間
帯
の
ヘ
ル
パ
ー
を
依
頼
し
た
く
て
も
確
保
が
難
し
い
。

・
豪
雪
地
帯
で
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
は
送
迎
車
が
行
け
な
い
。
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34【参
考
】望
ま
れ
る
サ
ー
ビ
ス
（グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
結
果
）

担
当
地
域
に
お
い
て
望
ま
れ
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
意
見
を
う
か
が
っ
た
も
の

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

・
居
場
所
（
介
護
保
険
制
度
を
利
用
す
る
ま
で
も
な
い
人
の
選
択
肢
の
確
保
）

・
支
援
が
必
要
に
な
っ
て
つ
な
が
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な
く
、
日
々
気
軽
に
行
け
て
同
年
代
の
人
と
話
が
で
き
た
り
、
学
ん

だ
り
楽
し
め
る
居
場
所

・
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
（
寂
し
さ
の
緩
和
に
貢
献
す
る
も
の
）

・
話
相
手
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
移
動
手
段
の
確
保

・
お
店
の
な
い
地
域
へ
の
訪
問
販
売

・
多
様
な
主
体
に
よ
る
買
い
物
サ
ー
ビ
ス
（
選
択
肢
の
多
様
化
）

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
役
割
分
担
の
で
き
る
ブ
ラ
ン
チ
セ
ン
タ
ー
等
の
設
置

・
介
護
保
険
制
度
の
周
知
の
た
め
の
情
報
提
供
ツ
ー
ル
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35認
知
症
支
援
に
お
け
る
医
療
機
関
と
の
連
携
状
況


認
知
症
支
援
に
お
け
る
医
療
機
関
（
医
師
）
と
の
連
携
状
況
は
、
介
護
支
援
専
門
員
調
査
で
は
、
で
き
て
い
る
と
す
る
割
合
が

5割
を
超
え
て
い
る
。


訪
問
看
護
師
・
介
護
職
調
査
で
は
、

4割
強
で
で
き
て
い
る
と
し
て
い
る
。
参
考
値
で
は
あ
る
が
、
職
種
別
に
み
る
と
、
介
護
職
の
連
携
が
他
に
比
べ
高
く
な
っ
て
い

る
。

認
知
症
の
支
援
で
の
医
療
機
関
（医
師
）
と
の
連
携
（介
護
支
援
専
門
員
）

認
知
症
の
支
援
で
の
医
療
機
関
（医
師
）
と
の
連
携
（訪
問
看
護
師
・
介
護
職
）

3.
5 

2.
2 

3.
2 

4.
0 

20
.0

 

39
.9

 

34
.8

 

37
.2

 

64
.0

 

20
.0

 

33
.3

 

46
.2

 

54
.3

 

46
.8

 

24
.0

 

60
.0

 

66
.7

 

8.
1 

4.
3 

10
.6

 

8.
0 4.
3 

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

全
体

[n
=

17
3]

訪
問

看
護

師
[n

=
46

]

介
護

福
祉

士
[n

=
94

]

介
護

職
[n

=
25

]

そ
の

他
[n

=
5]

無
回

答
[n

=
3] で
き

て
い

る
ほ

ぼ
で

き
て

い
る

あ
ま

りで
き

て
い

な
い

で
き

て
い

な
い

無
回

答

（
出
典
）
高
齢
者
保
健
福
祉
の
推
進
に
関
す
る
調
査
（介
護
支
援
専
門
員
用
）

（
出
典
）
高
齢
者
保
健
福
祉
の
推
進
に
関
す
る
調
査
（訪
問
看
護
師
・
介
護
職
用
）

で
き

て
い

る
2.

8%

ほ
ぼ

で
き

て
い

る
51

.9
%

あ
ま

りで
き

て
い

な
い

36
.8

%

で
き

て
い

な
い

2.
8%

無
回

答
5.

7%

全
体

[n
=

10
6]
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36認
知
症
支
援
に
お
け
る
介
護
関
係
者
・ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の
連
携
状
況


認
知
症
支
援
に
お
け
る
介
護
関
係
者
と
の
連
携
状
況
は
、
介
護
支
援
専
門
員
調
査
で
は
、
で
き
て
い
る
と
す
る
割
合
が

8割
を
超
え
て
い
る
。


訪
問
看
護
師
・
介
護
職
調
査
で
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の
連
携
で
も
で
き
て
い
る
と
す
る
割
合
は

8割
を
超
え
て
い
る
。
参
考
値
で
は
あ
る
が
、
職
種
別
に
み
る
と
、

介
護
職
で
の
連
携
が

8割
を
切
る
水
準
に
あ
る
が
、
他
の
職
種
で
は
、

8割
を
超
え
て
で
き
て
い
る
と
し
て
い
る
。

認
知
症
の
支
援
で
の
介
護
関
係
者
と
の
連
携
（介
護
支
援
専
門
員
）

認
知
症
の
支
援
で
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の
連
携
（
訪
問
看
護
師
・介
護
職
）

（
出
典
）
高
齢
者
保
健
福
祉
の
推
進
に
関
す
る
調
査
（介
護
支
援
専
門
員
用
）

（
出
典
）
高
齢
者
保
健
福
祉
の
推
進
に
関
す
る
調
査
（訪
問
看
護
師
・
介
護
職
用
）

19
.1

 

19
.6

 

21
.3

 

8.
0 20

.0
 33

.3
 

64
.7

 

67
.4

 

61
.7

 

68
.0

 

80
.0

 66
.7

 

10
.4

 

8.
7 

11
.7

 

12
.0

 

4.
3 

12
.0

 

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

全
体

[n
=

17
3]

訪
問

看
護

師
[n

=
46

]

介
護

福
祉

士
[n

=
94

]

介
護

職
[n

=
25

]

そ
の

他
[n

=
5]

無
回

答
[n

=
3] で

き
て

い
る

ほ
ぼ

で
き

て
い

る
あ

ま
りで

き
て

い
な

い
で

き
て

い
な

い
無

回
答

で
き

て
い

る
11

.3
%

ほ
ぼ

で
き

て
い

る
73

.6
%

あ
ま

りで
き

て
い

な
い

8.
5%

で
き

て
い

な
い

0.
0%

無
回

答
6.

6%

全
体

[n
=

10
6]
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37連
携
（
び
わ
湖
あ
さ
が
お
ネ
ッ
ト
の
活
用
状
況
）


多
職
種
連
携
に
関
わ
る
情
報
を
共
有
す
る
た
め
の
、
び
わ
湖
あ
さ
が
お
ネ
ッ
ト
の
活
用
状
況
を
み
る
と
、
介
護
支
援
専
門
員
調
査
で
は
、

3割
強
が
活
用
し
て
い

る
と
し
て
い
る
。


訪
問
看
護
師
・
介
護
職
調
査
で
は
、
活
用
し
て
い
る
と
す
る
割
合
は

2割
程
度
と
な
っ
て
い
る
。
職
種
別
に
み
る
と
、
訪
問
看
護
師
は

7割
近
く
が
活
用
し
て
い
る
と

し
て
い
る
。

【
在
宅
医
療
・
看
取
り
】多
職
種
連
携
に
お
け
る
情
報
共
有
手
段

（
介
護
支
援
専
門
員
）

【
在
宅
医
療
・
看
取
り
】多
職
種
連
携
に
お
け
る
情
報
共
有
手
段

（
訪
問
看
護
師
・
介
護
職
）

（
出
典
）
高
齢
者
保
健
福
祉
の
推
進
に
関
す
る
調
査
（介
護
支
援
専
門
員
用
）

（
出
典
）
高
齢
者
保
健
福
祉
の
推
進
に
関
す
る
調
査
（訪
問
看
護
師
・
介
護
職
用
）

活
用

して
い

る
34

.0
%

活
用

した
こと

は
な

い
60

.4
%

無
回

答
5.

7%

全
体

[n
=

10
6]
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3.
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33
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66
.7

 

4.
0 

4.
3 

12
.0

 

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
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0%

全
体

[n
=

17
3]

訪
問

看
護

師
[n

=
46

]

介
護

福
祉

士
[n

=
94

]

介
護

職
[n

=
25

]

そ
の

他
[n

=
5]

無
回

答
[n

=
3]

活
用

して
い

る
活

用
した

こと
は

な
い

無
回

答
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39在
宅
医
療
・
看
取
り


在
宅
医
療
・
看
取
り
の
推
進
に
必
要
な
こ
と
は
、
介
護
支
援
専
門
職
調
査
、
訪
問
看
護
師
・
介
護
職
調
査
と
も
に
、
「
医
療
職
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
職
な
ど
に
向
け
た
、

在
宅
医
療
・
看
取
り
に
関
す
る
情
報
提
供
」
「
家
族
の
介
護
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」
「医
療
職
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
職
な
ど
の
連
携
」
な

ど
と
な
っ
て
い
る
。

在
宅
医
療
・看
取
り
の
推
進
に
必
要
な
こ
と
（訪
問
看
護
師
・
介
護
職
） 〔
複
数
回
答
〕

在
宅
医
療
・看
取
り
の
推
進
に
必
要
な
こ
と
（介
護
支
援
専
門
員
）
〔
複
数
回
答
〕

58
.4

 

56
.1

 

54
.9

 

44
.5

 

42
.2

 

35
.3

 

32
.9

 

31
.2

 

2.
3 

1.
2 2.

9 

0%
20

%
40

%
60

%

家
族

の
介

護
負

担
を

軽
減

す
る

た
め

の
介

護
サ

ー
ビス

の
充

実

医
療

職
や

介
護

サ
ー

ビス
職

な
どに

向
け

た
、

在
宅

医
療

・看
取

りに
関

す
る

情
報

提
供

医
療

職
や

介
護

サ
ー

ビス
職

な
どの

連
携

医
療

職
や

介
護

サ
ー

ビス
職

な
どの

知
識

・技
術

を
高

め
る

た
め

の
研

修
会

の
開

催

医
療

費
や

介
護

費
用

に
関

す
る

経
済

的
支

援

在
宅

医
療

・看
取

りに
関

す
る

相
談

窓
口

の
充

実

市
民

に
向

け
た

、在
宅

医
療

・看
取

りに
関

す
る啓

発
活

動

医
療

と介
護

を
つ

な
ぐ連

携
拠

点
（

長
浜

米
原

地
域

医
療

支
援

セ
ンタ

ー
な

ど）
の

強
化

そ
の

他

特
に

な
し

無
回

答

全
体

[n
=

17
3]
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40
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60
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療
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介
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サ
ー

ビス
職

な
どに

向
け

た
、在

宅
医
療

・
看

取
りに

関
す

る
情

報
提

供

家
族

の
介

護
負

担
を

軽
減

す
る

た
め

の
介

護
サ

ー
ビス

の
充

実

医
療

職
や

介
護

サ
ー

ビス
職

な
どの

連
携

医
療

費
や

介
護

費
用

に
関

す
る

経
済

的
支

援

市
民

に
向

け
た

、在
宅

医
療

・看
取

りに
関

す
る啓

発
活

動

医
療

職
や

介
護

サ
ー

ビス
職

な
どの

知
識

・技
術

を
高

め
る

た
め

の
研

修
会

の
開

催

在
宅

医
療

・看
取

りに
関

す
る

相
談

窓
口

の
充

実

IC
Tの

活
用

医
療

と介
護

を
つ

な
ぐ連

携
拠

点
の

強
化

そ
の

他

特
に

な
し

無
回

答

全
体

[n
=

10
6]

（
出
典
）
高
齢
者
保
健
福
祉
の
推
進
に
関
す
る
調
査
（介
護
支
援
専
門
員
用
）

（
出
典
）
高
齢
者
保
健
福
祉
の
推
進
に
関
す
る
調
査
（訪
問
看
護
師
・
介
護
職
用
）
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40在
宅
医
療
・
看
取
り


6か
月
以
内
に
死
期
が
迫
っ
て
い
る
場
合
､最
期
ま
で
の
療
養
生
活
を
送
り
た
い
場
所
は
、
「
自
宅
」
が

50
.0

%
で
最
も
多
く
、
次
い
で
「
病
院
な
ど
の
医
療
機
関
」

（
23

.1
%
）
と
な
っ
て
い
る
。


ま
た
、
平
成

29
年
、
令
和
元
年
の
調
査
結
果
と
比
べ
て
、
「
自
宅
」
を
希
望
す
る
人
の
割
合
は
増
加
傾
向
で
推
移
し
て
い
る
。

6か
月
以
内
に
死
期
が
迫
っ
て
い
る
場
合
､最
期
ま
で
の
療
養
生
活
を
送
り
た
い
場
所

50
.0

 

48
.2

 

42
.3

 

1.
0 

1.
1 

0.
8 

2.
4 

1.
5 

0.
9 

6.
0 

6.
6 

5.
0 

23
.1

 

23
.8

 

30
.5

 

0.
9 

0.
7 

1.
5 

9.
5 

10
.9

 

13
.5

 

7.
1 

7.
3 5.
6 

0%
50

%
10

0%

令
和

４
年

[n
=

5,
05

2]

令
和

元
年

[n
=

5,
21

4]

平
成

29
年

[n
=

88
2] 自
宅

子
ども

な
ど親

族
の

家
高

齢
者

向
け

住
宅

介
護

保
険

施
設

病
院

な
どの

医
療

機
関

そ
の

他
わ

か
らな

い
無

回
答

（
出
典
）
高
齢
者
実
態
調
査
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41介
護
人
材
の
確
保
に
つ
い
て


資
格
保
有
者
ご
と
の
過
不
足
感
で
は
、
「
介
護
福
祉
士
」
「
看
護
師
・
准
看
護
師
」
「
介
護
支
援
専
門
員
」な
ど
に
不
足
感
が
あ
る
と
す
る
事
業
所
が
比
較
的
多
く

な
っ
て
い
る
。


職
種
の
人
材
が
不
足
し
て
い
る
（
退
職
者
が
多
い
）
理
由
と
し
て
は
、
給
与
面
の
待
遇
や
精
神
的
負
担
な
ど
が
主
な
理
由
と
な
っ
て
い
る
。

資
格
保
有
者
の
過
不
足
感

職
種
の
人
材
が
不
足
し
て
い
る

(退
職
者
が
多
い

)理
由
〔
複
数
回
答
〕

（
出
典
）
高
齢
者
保
健
福
祉
の
推
進
に
関
す
る
調
査
（介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
運
営
法
人
用
）

15
 

14
 

12
 

11
 

11
 

10
 

9 

7 

6 6 

5 

2 2 

0 0 

6 

4 

0
5

10
15

20

給
与

面
の

待
遇

が
よく

な
い

業
務

の
中

で
精

神
的

に
負

担
に

な
るこ

とが
あ

り、
勤

務
を

続
け

られ
な

くな
った

高
年

齢
者

が
多

く、
体
力

的
に

続
か

な
い

・パ
ソ

コン
等

の
機

器
に

慣
れ

な
い

入
職

前
の

予
想

以
上

に
業

務
内

容
が

きつ
く、

精
神

的
・体
力

的
に

続
か

な
い

も
っと

好
条

件
で

募
集

して
い

る
事

業
所

が
あ

る
た

め
、転

職
しや

す
い

採
用

して
も

人
件

費
に
見

合
うだ

け
の

収
入

が
見

込
め

な
い

た
め…

採
用

に
必

要
な

有
資

格
者

が
もと

も
と少

な
い

の
で

、応
募

が
少

な
い

職
場

の
人

間
関

係
で

トラ
ブル

が
多

く、
退

職
す

る

結
婚

・出
産

を
機

に
退

職
す

る

特
に
不

足
して

い
な

い

夜
勤

が
あ

る
、夜

間
の

緊
急

対
応

が
あ

る

定
年

退
職

者
が

多
く補

充
が

追
い

付
か

な
い

身
内

の
介

護
の

た
め

に
退

職
す

る

利
用

者
・家

族
との

関
係

で
トラ

ブル
が

あ
り退

職
す

る

勤
務

時
間

が
長

い
、残

業
が

多
い

そ
の

他

無
回

答

（
件

）

全
体

[n
=

59
]

4 3 5 

2 2 

7 

3 

2 8 

4 3 3 

6 

3 2 

11
 

5 4 

10
 

6 

5 

7 

4 

2 4 

15
 

16
 

17
 

15
 

11
 

5 

7 

12
 

6 

7 

2 

2 

0 

14
 

23
 23

 17
 

45
 

30
 

40
 34

 

25
 

36
 

38
 

43
 

6 

9 7 7 

10
 7 9 9 7 

10
 

10
 

10
 

介
護

福
祉

士

介
護

職
員

実
務

者
研

修
者

介
護

職
員

初
任

者
研

修
修

了
者

看
護

師
･准

看
護

師

保
健

師

理
学
療

法
士

・作
業
療

法
士

・言
語

聴
覚

士

医
療

的
ケ

ア
研

修
修
了

者

認
知

症
介

護
実

践
研

修
修

了
者

介
護

支
援

専
門

員

社
会

福
祉

士

管
理

栄
養

士
・栄

養
士

そ
の

他

（
件

）
［

n=
59

］ 大
い

に
不

足
不

足
や

や
不

足
適
切

過
剰

わ
か

らな
い

・該
当

な
し

無
回

答
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42外
国
人
職
員


外
国
人
職
員
の
採
用
に
関
す
る
意
向
で
は
、
正
規
職
員
、
非
正
規
職
員
と
も
に
「
採
用
し
て
お
ら
ず
、
今
後
募
集
す
る
予
定
は
な
い
」
と
す
る
事
業
所
が
最
も
多
く

な
っ
て
い
る
。


現
段
階
に
お
い
て
採
用
し
て
い
る
事
業
所
は
、
正
規
職
員
で

59
事
業
所
中

4事
業
所
、
非
正
規
職
員
で

59
事
業
所
中

6事
業
所
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
採
用
に

関
し
て
の
意
向
を
有
す
る
事
業
所
は
、
正
規
職
員
で

59
事
業
所
中

10
事
業
所
、
非
正
規
職
員
で

59
事
業
所
中

8事
業
所
と
な
っ
て
い
る
。

外
国
人
職
員
の
採
用
状
況

（
出
典
）
高
齢
者
保
健
福
祉
の
推
進
に
関
す
る
調
査
（介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
運
営
法
人
用
）

回
答
数

【
参
考
】
割
合

正
規
職
員

非
正
規
職
員

正
規
職
員

非
正
規
職
員

採
用
し
て
お
り
、
さ
ら
に
増
や
し
た
い

4
6

6.
8%

10
.2

%

今
は
採
用
し
て
い
な
い
が
、
採
用
し
て
い
き
た
い

10
8

16
.9

%
13

.6
%

今
は
採
用
し
て
い
る
が
、
今
後
募
集
す
る
予
定
は
な
い

0
0

0.
0%

0.
0%

採
用
し
て
お
ら
ず
、
今
後
募
集
す
る
予
定
は
な
い

29
31

49
.2

%
52

.5
%

知
ら
な
い
・
わ
か
ら
な
い

10
13

16
.9

%
22

.0
%

無
回
答

6
1

10
.2

%
1.

7%

n=
59

59
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44第
１
号
被
保
険
者
１
人
あ
た
り
保
険
給
付
月
額
・第

1号
保
険
料
月
額
・
必
要
保
険
料
月
額


第
１
号
被
保
険
者
１
人
あ
た
り
保
険
給
付
月
額
は
、
全
国
・
県
平
均
よ
り
も
高
い
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。


一
方
、
第
１
号
保
険
料
月
額
は
、
７
期
の
保
険
料
月
額
が
据
え
置
か
れ
て
い
る
。

（
注
）
見
え
る
化
シ
ス
テ
ム
よ
り

第
１
号
被
保
険
者
１
人
あ
た
り
保
険
給
付
月
額
・第

1号
保
険
料
月
額
・
必
要
保
険
料
月
額

22
,3

44
 

22
,8

60
 

23
,2

91
 

21
,8

00
 

22
,2

51
 

22
,7

19
 

25
,1

37
 

25
,5

69
 

25
,8

20
 

5,
78

4 

6,
01

4 
6,

01
4 

5,
97

3 
6,

12
7 

6,
12

7 

6,
57

0 
6,

57
0 

6,
57

0 

5,
72

5 

5,
93

4 
5,

98
4 

5,
77

3 
5,

89
3 

5,
97

0 

6,
13

8 
6,

24
1 

6,
18

9 

5,
00

0

6,
00

0

7,
00

0

0

5,
00

0

10
,0

00

15
,0

00

20
,0

00

25
,0

00

30
,0

00

R2
R4

/2
R4

/1
1

R2
R4

/2
R4

/1
1

R2
R4

/2
R4

/1
1

全
国

滋
賀

県
長

浜
市

保険料月額(円)

保険給付月額(円)

第
１

号
被

保
険

者
１

人
あ

た
り

保
険

給
付

月
額

第
１

号
保

険
料

月
額

必
要

保
険
料

月
額

（
時

点
）
令

和
2年

(2
02

0年
),
令

和
3年

(2
02

1年
),
令

和
4年

(2
02

2年
)

（
出

典
）

厚
生

労
働
省

「
介

護
保

険
事

業
状

況
報

告
」
年

報
（
令

和
3,

4年
度

の
み

「
介

護
保

険
事

業
状

況
報

告
」

月
報

）
お

よ
び

介
護

保
険

事
業

計
画

報
告

値

Hx
x/

M
と

表
示

さ
れ

て
い

る
年
度

は
、

M
月

サ
ー

ビ
ス

提
供

分
ま

で
の

数
値

を
用

い
て

、
当

該
年
度

の
指

標
値

を
算

出
し

て
い

ま
す

。
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45現
状
分
析
か
ら
見
え
る
課
題
①

■
高
齢
者
人
口
の
増
加


高
齢
化
率
は
全
国
並
み
で
は
あ
る
が
、
滋
賀
県
と
比
較
し
て
高
い
水
準
で
推
移
。
今
後

20
25
年
か
ら

20
40
年
に
か
け
て

65
～

69
歳
、

85
歳
以
上
の
人
口
増
加

が
推
計
さ
れ
て
い
る
。
要
介
護
認
定
率
は
、
全
国
平
均
、
県
平
均
よ
り
高
い
水
準
に
あ
り
、
高
齢
者
人
口
の
増
加
に
伴
い
認
定
者
数
の
増
加
も
見
込
ま
れ
る
。


引
き
続
き
、
高
齢
者
数
の
増
加
に
対
応
し
た
介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り
へ
の
取
組
が
必
要
。

■
地
域
活
動
等
へ
の
参
加


コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
か
ら
、
地
域
活
動
全
般
に
わ
た
っ
て
、
参
加
し
て
い
な
い
と
す
る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
通
い
の
場
へ
の
参
加
も

6割
強
が
参
加
し
て
い
な

い
と
し
て
い
る
。


地
域
住
民
主
体
の
グ
ル
ー
プ
活
動
へ
の
参
加
に
つ
い
て
き
っ
か
け
が
あ
れ
ば
約

6割
の
人
が
参
加
の
意
向
を
示
し
て
い
る
。


高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
具
体
的
に
参
加
し
て
み
た
い
講
座
等
は
、
脳
ト
レ
・
認
知
症
予
防
や
健
康
づ
く
り
講
座
な
ど
が

2割
前
後
と
、
介
護
予
防
や
健
康
づ
く
り

に
係
る
講
座
へ
の
参
加
意
向
が
比
較
的
高
く
な
っ
て
い
る
。


ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ
の
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
、
地
形
や
気
候
条
件
な
ど
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
移
動
が
困
難
な
エ
リ
ア
も
あ
り
、
地
域
の
身
近
な
所
で

気
軽
に
集
え
る
施
設
が
あ
る
と
良
い
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
場
所
で
は
購
買
や
生
活
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
併
せ
て
提
供
で
き
る
機
能
が
望
ま
れ
る
。
一
方

で
、
地
域
活
動
が
で
き
て
い
る
と
こ
ろ
と
難
し
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
コ
ロ
ナ
後
の
再
開
が
見
込
め
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。


ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
地
域
活
動
の
あ
り
方
を
検
討
し
、
多
様
な
形
の
通
い
の
場
や
、
社
会
参
加
の
促
進
が
必
要
。


参
加
の
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
な
興
味
を
持
て
る
活
動
を
幅
広
く
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
。

■
日
常
生
活
圏
域
ご
と
の
特
徴


日
常
生
活
圏
域
ご
と
に
各
種
リ
ス
ク
等
を
み
る
と
、
転
倒
リ
ス
ク
で
は
、
び
わ
地
域
が

4割
近
く
と
、
市
平
均
を

3ポ
イ
ン
ト
以
上
上
回
っ
て
い
る
。
閉
じ
こ
も
り
傾
向

に
つ
い
て
は
、
余
呉
地
域
、
西
浅
井
地
域
が

3割
超
と
高
く
、
市
平
均
を

9ポ
イ
ン
ト
程
度
上
回
っ
て
い
る
。
ま
た
、
認
知
機
能
に
つ
い
て
は
、
び
わ
地
域
が
、
約

53
％
で
、
市
平
均
を

3ポ
イ
ン
ト
以
上
、
上
回
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。


引
き
続
き
、
各
地
域
の
特
徴
の
原
因
を
分
析
し
、
課
題
を
踏
ま
え
た
取
組
が
必
要
。
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46現
状
分
析
か
ら
見
え
る
課
題
②

■
外
出
の
状
況
、
在
宅
生
活
に
必
要
な
支
援
・
サ
ー
ビ
ス


昨
年
と
比
べ
、
外
出
の
回
数
が
減
っ
て
い
る
と
す
る
人
の
割
合
が

3割
強
と
外
出
を
控
え
て
い
る
人
の
割
合
が
増
え
て
い
る
。
外
出
頻
度
に
つ
い
て
は
、
週
２
～
４

割
が

4割
強
あ
り
、
次
い
で
週
５
回
以
上
が
３
割
程
度
と
な
っ
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
外
出
し
な
い
人
も
６
％
程
度
い
る
。


外
出
の
手
段
は
、
自
動
車
（
自
分
で
運
転
）
が
７
割
弱
、
徒
歩
が

4割
と
な
っ
て
い
る
。
前
回
調
査
と
比
較
し
て
自
動
車
（自
分
で
運
転
）の
割
合
が
若
干
増
加
し
、

徒
歩
の
割
合
が
減
少
し
て
い
る
。


在
宅
生
活
の
継
続
に
必
要
と
感
じ
る
支
援
・
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
実
態
調
査
で
は
、
「
除
雪
、
雪
下
ろ
し
」
「
病
院
等
へ
の
送
迎
」
の
割
合
が
高
く
、
次

い
で
「
買
い
物
支
援
」
や
「
地
域
の
見
守
り
」
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。


ま
た
、
在
宅
介
護
実
態
調
査
で
は
、
「
外
出
同
行
」
「
移
送
サ
ー
ビ
ス
」
な
ど
移
動
に
係
る
支
援
・サ
ー
ビ
ス
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。


外
出
・
移
動
に
係
る
支
援
・
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
必
要
。
ま
た
気
軽
に
行
け
る
居
場
所
な
ど
も
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。


外
出
を
控
え
る
傾
向
が
あ
る
中
、
在
宅
で
も
活
動
に
参
加
で
き
る
方
法
（W

EB
の
活
用
な
ど
）
や
、
買
い
物
支
援
の
方
法
に
つ
い
て
検
討
が
必
要
。

■
介
護
者
の
支
援


主
な
介
護
・
介
助
者
は
、
「
子
」
が
半
数
近
く
、
次
い
で
「配
偶
者
」
が
３
割
強
と
な
っ
て
い
る
。
前
回
調
査
、
前
々
回
調
査
に
比
べ
、
「
子
」「
配
偶
者
」と
も
に
割
合
は

増
加
し
、
「
子
の
配
偶
者
」
の
割
合
が
比
較
的
大
き
く
低
下
し
て
い
る
。


介
護
を
主
な
理
由
と
し
て
過
去
１
年
の
間
に
仕
事
を
辞
め
た
人
は
、
主
な
介
護
者
で

1割
弱
と
な
っ
て
い
る
。


仕
事
と
介
護
の
両
立
に
効
果
の
あ
る
勤
め
先
か
ら
の
支
援
と
し
て
は
、
「
介
護
休
業
・
介
護
休
暇
等
の
制
度
の
充
実
」
「労
働
時
間
の
柔
軟
な
選
択
」「
介
護
を
し

て
い
る
従
業
員
へ
の
経
済
的
な
支
援
」
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。


グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
、
介
護
者
が
独
自
の
解
釈
で
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
こ
だ
わ
り
な
ど
を
有
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
意
見
を
受
け
入
れ

て
も
ら
え
な
か
っ
た
り
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
的
な
状
況
に
つ
な
が
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
と
の
こ
と
。
ま
た
外
部
か
ら
の
支
援
を
な
か
な
か
受
け
入
れ
て
く
れ
ず
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
信
頼
を
築
く
の
に
時
間
が
か
な
り
か
か
る
こ
と
も
業
務
面
で
の
負
担
要
因
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。


家
族
介
護
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
中
、
介
護
離
職
経
験
者
も
一
定
数
存
在
し
て
お
り
、
介
護
者
を
支
援
す
る
た
め
の
取
組
が
引
き
続
き
必
要
。


介
護
者
の
時
間
的
・
精
神
的
な
負
荷
を
減
ら
す
支
援
を
引
き
続
き
行
う
と
と
も
に
、
介
護
保
険
制
度
を
正
し
く
理
解
で
き
る
機
会
を
設
け
る
な
ど
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
負
担
軽
減
も
必
要
。
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47現
状
分
析
か
ら
見
え
る
課
題
③

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
認
知
症
に
関
す
る
相
談
窓
口
の
認
知
度


地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
「
相
談
ご
と
な
ど
で
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
」
が

13
.8
％
と
、
前
回
調
査
（
12

.0
％
）
に
比
べ
、

2ポ
イ
ン
ト
近
く
上

昇
し
て
い
る
。
一
方
で
、
「
セ
ン
タ
ー
の
こ
と
を
知
ら
な
い
」
と
す
る
割
合
は

39
.5
％
で
、
前
回
調
査
（4

0.
9％
）と
ほ
ぼ
同
水
準
の
状
況
。


家
族
や
友
人
、
知
人
以
外
の
相
談
相
手
と
し
て
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

1割
強
、
介
護
者
の
方
が
介
護
の
悩
み
を
相
談
で
き
る
存
在
と
し
て
は

1割
が
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
相
談
相
手
と
し
て
い
る
。


家
族
や
身
近
な
人
に
認
知
症
と
思
わ
れ
る
症
状
が
出
た
場
合
に
、
病
院
に
受
診
す
る
と
回
答
し
た
人
は

4割
強
で
あ
り
、
次
い
で
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
相

談
す
る
と
回
答
し
た
人
が
３
割
と
な
っ
て
い
る
。


グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
、
複
雑
な
事
情
を
抱
え
る
家
庭
が
増
え
て
お
り
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
関
わ
り
に
よ
り
、
関
係
機
関
と
の
連
携
や
課
題
分
析

が
で
き
、
大
変
助
か
っ
て
い
る
と
の
意
見
が
あ
る
。


グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
担
当
す
る
ケ
ー
ス
に
お
い
て
認
知
症
の
あ
る
人
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
実
感
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
。


地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
継
続
し
た
周
知
の
取
組
が
必
要
。
相
談
が
必
要
な
状
態
に
「
な
っ
て
か
ら
知
る
」
の
で
は
な
く
、
「な
る
ま
え
に
知
る
」こ
と
が
必

要
。


複
合
的
な
福
祉
課
題
を
有
す
る
家
庭
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
地
域
福
祉
と
の
連
携
を
継
続
強
化
す
る
こ
と
が
必
要
。

■
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況


第
１
号
被
保
険
者

1人
あ
た
り
給
付
月
額
を
見
る
と
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
、
施
設
及
び
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
と
も
に
全
国
・
滋
賀
県
と
比
べ
て
高
い
水
準
に
あ
る
。


サ
ー
ビ
ス
種
類
別
に
み
る
と
、
全
国
・
県
平
均
と
比
較
し
て
、
介
護
老
人
福
祉
施
設
、
通
所
介
護
、
介
護
老
人
保
健
施
設
な
ど
で
高
く
な
っ
て
い
る
。


在
宅
介
護
実
態
調
査
に
お
い
て
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
「
利
用
し
て
い
な
い
」
割
合
は

35
％
程
度
と
な
っ
て
お
り
、
前
回
か
ら

9ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
る
（
た
だ
し
、

福
祉
用
具
貸
与
の
み
の
利
用
者
は
除
く
）
。


施
設
等
へ
の
入
所
・
入
居
の
検
討
状
況
で
は
、
「
入
所
・
入
居
は
検
討
し
て
い
な
い
」の
割
合
が
約
６
割
と
、
前
回
よ
り
も

8ポ
イ
ン
ト
低
下
し
て
い
る
。


コ
ロ
ナ
禍
に
起
き
た
サ
ー
ビ
ス
利
用
控
え
等
の
状
況
を
考
慮
し
、
今
後
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
状
況
等
の
動
向
を
見
据
え
る
こ
と
が
必
要
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48現
状
分
析
か
ら
見
え
る
課
題
④

■
認
知
症
に
関
す
る
こ
と


認
知
症
と
い
う
病
気
に
つ
い
て
「
知
っ
て
い
る
」と
す
る
高
齢
者
は

68
.0
％
で
あ
り
、
令
和
元
年
調
査
（
29

.2
％
）
に
比
べ
、
認
知
の
割
合
が
大
き
く
高
ま
っ
て
い
る
。


一
方
で
、
認
知
症
に
関
す
る
講
演
会
や
催
し
物
な
ど
へ
の
参
加
経
験
で
は
、
「
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
」
と
す
る
人
の
割
合
は

26
.6
％
と
、
認
知
度
に
対
し
て
低
い

水
準
に
止
ま
っ
て
い
る
。


介
護
支
援
専
門
員
、
訪
問
看
護
師
・
介
護
職
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
お
い
て
は
、
支
援
困
難
な
事
例
と
し
て
、
「
本
人
ま
た
は
家
族
に
よ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
拒
否
」
、
「
介
護
者
の
心
身
と
も
に
介
護
負
担
の
増
大
」
、
「
介
護
者
が
認
知
症
の
あ
る
方
の
介
護
の
方
法
が
わ
か
ら
な
い
」な
ど
、
介
護
者
が
有
す
る
課
題
が

比
較
的
多
く
確
認
さ
れ
て
い
る


認
知
症
の
こ
と
を
自
分
ご
と
と
し
て
意
識
し
て
も
ら
う
た
め
、
周
知
啓
発
が
必
要
。


介
護
者
の
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
。

■
在
宅
医
療
・
連
携


認
知
症
支
援
に
お
け
る
医
療
機
関
（
医
師
）
と
の
連
携
状
況
は
、
介
護
支
援
専
門
員
調
査
で
は
、
で
き
て
い
る
と
す
る
割
合
が

5割
を
超
え
、
訪
問
看
護
師
・介
護

職
調
査
で
は

4割
強
で
で
き
て
い
る
と
し
て
い
る
。


認
知
症
支
援
に
お
け
る
介
護
関
係
者
と
の
連
携
状
況
は
、
介
護
支
援
専
門
員
調
査
で
は
、
で
き
て
い
る
と
す
る
割
合
が

8割
を
超
え
て
い
る
。
ま
た
、
訪
問
看
護

師
・
介
護
職
調
査
で
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の
連
携
で
も
で
き
て
い
る
と
す
る
割
合
は

8割
を
超
え
て
い
る
。


多
職
種
連
携
に
関
わ
る
情
報
を
共
有
す
る
た
め
の
、
び
わ
湖
あ
さ
が
お
ネ
ッ
ト
の
活
用
状
況
を
み
る
と
、
介
護
支
援
専
門
員
調
査
で
は

3割
強
が
活
用
し
て
お
り
、

訪
問
看
護
師
・
介
護
職
調
査
で
は
、

2割
程
度
が
活
用
し
て
い
る
。


介
護
支
援
専
門
員
の
、
担
当
す
る
利
用
者
の
看
取
り
経
験
に
つ
い
て
は
、

9割
を
超
え
る
人
が
経
験
し
た
こ
と
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
か
ら
医
療
機
関
と

の
連
携
も
平
時
に
構
築
さ
れ
て
お
り
、
対
応
力
が
高
い
。


在
宅
医
療
・
看
取
り
の
推
進
に
必
要
な
こ
と
は
、
介
護
支
援
専
門
職
調
査
、
訪
問
看
護
師
・
介
護
職
調
査
と
も
に
、
「
医
療
職
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
職
な
ど
に
向
け
た
、

在
宅
医
療
・
看
取
り
に
関
す
る
情
報
提
供
」
「
家
族
の
介
護
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」
「医
療
職
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
職
な
ど
の
連
携
」
な

ど
と
な
っ
て
い
る
。


高
齢
者
が
増
加
す
る
な
か
で
、
在
宅
看
取
り
の
希
望
者
が
増
え
る
と
見
込
ま
れ
、
医
療
機
関
同
士
の
連
携
・
医
療
と
介
護
の
連
携
の
一
層
の
充
実
が
必

要
。
ま
た
、

IC
Tツ
ー
ル
の
活
用
を
促
進
す
る
こ
と
が
必
要
。
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49現
状
分
析
か
ら
見
え
る
課
題
⑤

■
介
護
人
材
の
確
保


資
格
保
有
者
ご
と
の
過
不
足
感
で
は
、
「
介
護
福
祉
士
」
「
看
護
師
・
准
看
護
師
」
「
介
護
支
援
専
門
員
」な
ど
に
不
足
感
が
あ
る
と
す
る
事
業
所
が
比
較
的
多
く

な
っ
て
い
る
。


職
種
の
人
材
が
不
足
し
て
い
る
（
退
職
者
が
多
い
）
理
由
と
し
て
は
、
給
与
面
の
待
遇
や
精
神
的
負
担
な
ど
が
主
な
理
由
と
な
っ
て
い
る
。


外
国
人
職
員
に
つ
い
て
は
、
正
規
職
員
、
非
正
規
職
員
と
も
に
「
採
用
し
て
お
ら
ず
、
今
後
募
集
す
る
予
定
は
な
い
」
と
す
る
事
業
所
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
。


生
産
性
向
上
の
た
め
の
取
組
み
と
し
て
は
、
主
に
は
、
「
IC

Tの
導
入
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
前
回
調
査
と
比
較
す
る
と
、
「
何
も
し
て
い
な
い
」
と
す
る
事
業
所
が

減
少
し
て
は
い
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
多
く
の
割
合
を
占
め
て
い
る
。


介
護
職
資
格
保
有
者
の
人
材
不
足
が
生
じ
て
お
り
、
利
用
者
の
受
給
の
観
点
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
支
え
る
介
護
人
材
の
確
保
・
育
成
と
い
っ
た
大
局
的

な
観
点
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
整
備
及
び
内
容
の
精
査
が
必
要
。


給
与
面
の
待
遇
改
善
は
、
一
定
、
介
護
報
酬
の
改
定
に
よ
り
対
応
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
材
不
足
の
状
況
に
変
わ
り
は
な
く
、
事
業
所
の

人
材
確
保
や
定
着
に
向
け
た
動
き
に
対
し
て
の
補
助
な
ど
、
介
護
人
材
不
足
の
解
消
に
向
け
た
支
援
は
引
き
続
き
必
要
。


事
業
者
同
士
の
連
携
や
情
報
の
共
有
を
支
援
。


ＩＣ
Ｔ
の
工
夫
で
効
率
化
が
図
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
周
知
・
啓
発
が
必
要
。

■
保
険
料
の
設
定


第
１
号
被
保
険
者
１
人
あ
た
り
保
険
給
付
月
額
は
、
全
国
・
県
平
均
よ
り
も
高
い
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。


一
方
、
第
１
号
保
険
料
月
額
は
、
７
期
の
保
険
料
月
額
が
据
え
置
か
れ
て
い
る
。


介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
傾
向
等
を
見
通
し
、
適
切
な
保
険
料
設
定
が
必
要
。


今
後
、
高
齢
者
数
は
増
加
す
る
も
の
の
、
介
護
予
防
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
今
後
の
保
険
料
の
上
昇
を
抑
制
す
る
こ
と
が
必
要
。


